
 

十
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

心
霊
現
象
に
つ
い
て

　
　
　
　
講
師
　
小
林
　
信
正 

氏

今
年
の
三
月
十
一
日
、
東
日
本
で
は

未
曾
有
の
大
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。
い

ま
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
各
地
で
異
常

気
象
に
よ
る
津
波
、
猛
暑
、
干
ば
つ
、

台
風
、
洪
水
等
々
の
自
然
災
害
に
見
舞

わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
原
発
事
故
は

言
う
に
及
ば
ず
、
環
境
汚
染
や
自
然
破

壊
な
ど
の
影
響
で
私
た
ち
の
住
む
地
球

環
境
は
急
速
に
悪
化
し
、
生
命
の
危
機

に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
人
為
的

災
害
で
あ
り
、
ま
さ
に
人
類
が
自
ら
の

手
で
自
分
の
首
を
絞
め
る
よ
う
な
行
為

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

一
方
、
政
治
の
混
乱
、
経
済
の
破
綻
、

教
育
の
荒
廃
、
モ
ラ
ル
の
低
下
、
家
庭

の
崩
壊
な
ど
混
迷
の
一
途
を
辿
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
凶
悪
犯
罪
は
激
増
し
、

毎
年
自
殺
者
も
三
万
人
を
超
え
て
い
る

現
状
で
す
。

い
ま
は
改
革
、
激
動
の
時
代
と
い
わ

れ
、
旧
来
の
価
値
観
が
打
破
さ
れ
、
新

し
い
価
値
観
へ
と
変
革
す
る
陣
痛
の
時

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
2‌

0	

1‌

2
年
問
題
の「
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
」
と
い

わ
れ
る
次
元
上
昇
と
符
合
す
る
も
の
な

の
で
し
ょ
う
か
。

明
日
が
見
え
な
い
現
代
、
私
た
ち
は

何
を
指
針
に
生
き
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。

人
は
必
ず
死
ぬ
運
命
に
あ
り
ま
す
。

死
ん
だ
ら
肉
体
は
灰
と
な
り
一
巻
の
終

わ
り
と
考
え
る
か
、
肉
体
と
い
う
衣
を

脱
ぎ
捨
て
霊
魂
は
存
続
し
て
あ
の
世
へ

旅
立
つ
と
考
え
る
か
。

「
霊
魂
と
は
?　

死
後
の
存
続
と
は
?

輪
廻
転
生
と
は
?　

現
世
の
意
味
と

は
?
」

こ
の
問
題
は
有
史
以
来
、
洋
の
東
西

を
問
わ
ず
、
文
化
、
宗
教
、
哲
学
上
で

さ
ま
ざ
ま
に
論
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
人
生
最
大
の
命
題
を
解
く
カ
ギ
が
、

い
ま
や
宗
教
や
哲
学
で
な
く
心
霊
現
象

の
研
究
に
あ
る
の
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
心
霊
現
象
の
映
像
を
試

写
し
な
が
ら
解
説
を
行
い
、
そ
こ
か
ら

何
を
学
び
と
る
か
、
皆
さ
ん
と
ご
一
緒

に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
キ
ー
局
で
長
年
心
霊
関
係
も
含

め
た
多
く
の
番
組
を
制
作
さ
れ
た
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
御
講
演
で
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い

し
て
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

今
月
号
の
記
事

◎
十
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

◎
十
二
月
本
部
例
会
予
告

◎
第
14
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
一
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
二
月
忘
年
の
放

　

談
会
の
お
知
ら
せ

◎
一
月
本
部
例
会
予
告

◎
六
月
本
部
例
会
報
告

◎
六
月
通
常
総
会
報
告

◎
第
三
五
八
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
五
九
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
未
知
能
力
・
現
象
の
出
現
状
況（
2
）

●
小
林
信
正
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
。

（
財
）
日
本
心
霊
科
学
協
会
常
任
理
事
。

J
M
C
相
談
役
。

東
京
生
ま
れ
。
旧
東
京
写
真
大
学（
現

東
京
工
芸
大
学
）
技
術
科
、
慶
應
義
塾

大
学
哲
学
科
心
理
学
専
攻
。
フ
ジ
テ
レ

ビ
で
は
主
に
番
組
の
企
画
制
作
に
従
事

し
、
ド
ラ
マ
、
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
な
ど

で
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
、
制
作
部
長
を
務
め
る
。
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大
阪
万
博
、
筑
波
科
学
万
博
な
ど
の

企
画
に
も
携
わ
り
、
現
在
は「
オ
ー
ブ
」

や「
特
異
能
力
」の
研
究
に
努
め
て
い
る
。

日
時　

平
成
23
年
11
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
10
／
10
受
領
分
ま
で
）

金
十
万
円　
　
　
　

佐
々
木
茂
美　

様

金
六
万
円　
　
　
　

木
村　

陽
一　

様

金
一
万
五
千
円　
　

佐
藤　

禎
花　

様

金
二
千
二
百
円　
　

カ
ー
リ
ー
山
口
様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と

　
お
願
い

☆�

本
部
例
会
や
大
会
等
で
の
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
中

受
付
で
の
資
料
配
付
、
講
演
者
ス
ラ

イ
ド
発
表
時
の
電
灯
操
作
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
操
作
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
当
日
の
参
加
費
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

●
左
記
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

十
二
月
本
部
例
会
予
告

忘
年
会
も
兼
ね
た
会
員
の
体
験

意
見
発
表
と
討
論
の
会

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
人
の
講

師
の
講
演
で
は
な
く
、
参
加
者
の
皆
様

か
ら
の
U
F
O
、
超
常
現
象
、
心
霊
現

象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
に
関
す
る
目

撃
・
体
験
や
意
見
の
発
表
、
そ
れ
ら
を

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
・
討
論
等
、

気
楽
な
感
じ
で
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま

す
。

今
回
最
初
に
ま
と
ま
っ
て
何
か
発
表

し
た
い
方
一
、二
名
に
20
分
位
ず
つ
で

口
火
を
切
っ
て
頂
い
て
、
引
き
続
い
て

出
席
者
の
皆
様
か
ら
自
由
に
発
表
し
て

頂
き
ま
す
。

皆
様
の
中
で
、
ご
自
分
で
撮
っ
た
不

思
議
な
写
真
、
V
H
S
テ
ー
プ
等
も
お

持
ち
で
し
た
ら
是
非
ご
持
参
し
て
く
だ

さ
い（
V
H
S
テ
ー
プ
や
D
V
D
等
を

お
見
せ
し
た
い
方
は
、
装
置
予
約
の
た

め
早
め
に
事
務
局
に
お
知
ら
せ
願
い
ま

す
）。ス

プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
自
分
で
は
気
が
付

い
て
い
な
い
の
に
、
思
い
が
け
な
い
超

能
力
を
発
揮
す
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

※�

最
初
に
ま
と
め
て
発
表
し
た
い
方
は
、

事
務
局
に
メ
ー
ル
、
ま
た
は
F
A
X

願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
23
年
12
月
10
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
5
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
14
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
5
回
　
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

2
0
1
1
年
12
月
21
日
（
水
）

　
　
　

午
後
6
時
～
9
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　

（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

0‌

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7
）

交
通　

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

　
　
　

�

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

一
般
会
費　

五
〇
〇
円

会
員
会
費　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・
太

● ❷●



陽
の
会
・
国
際
問
題
研
究
会
会
員
）

 
※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

マ
ヤ
の
長
期
暦
が
終
焉
を
迎
え
る
2

0
1
2
年
ま
で
、
泣
い
て
も
笑
っ
て
も

あ
と
1
年
!　

世
界
の
政
治
体
制
は

2
0
1
2
年
に
ガ
ラ
リ
と
改
変
し
ま
す
。

2
0
1
1
年
は
東
日
本
大
震
災
、
台
風

12
号
の
猛
威
、
円
高
等
々
で
ニ
ッ
ポ
ン

も
混
乱
を
極
め
ま
し
た
。
激
動
の
時
代

に
あ
っ
て
、
我
々
ニ
ッ
ポ
ン
ジ
ン
は
ど

う
な
っ
て
ゆ
く
の
か
?　

そ
う
い
っ
た

問
題
を
見
据
え
て
、
今
年
も
ま
た
ア
セ

ン
シ
ョ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

「�

菅
原
道
真
公
の
知
ら
れ
ざ
る

秘
話
、
篆
書
（
て
ん
し
ょ
）
の

持
つ
パ
ワ
ー
、
た
つ
（
龍
・

竜
・
辰
）
の
字
の
不
思
議
」

  

　
　
　
講
師
　
塩
小
路
　
光
孚 

氏

日
時　

平
成
23
年
11
月
12
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
〇
一
一
年
忘
年
の
放
談
会

非
会
員
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

十
二
月
の
研
究
集
会
は
お
休
み
で
す
。

日
時　

平
成
23
年
12
月
10
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
5
時
30
分
よ
り

場
所　

山
海
倶
楽
部

      

0‌

6
・
6
4
4
3
・
0
2
0
9

※
大
阪
市
西
区
京
町
堀
1
・
4
・
3

　

T
C
F
肥
後
橋
ビ
ル
B
1
階

※
参
加
ご
希
望
の
方
に
は
会
場
案
内
図

　

を
F
A
X
等
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

参
加
費　

四
五
〇
〇
円

※
12
月
7
日
（
水
）
ま
で
に
、
事
務
局

　

木
村
ま
で
お
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

　

0
7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

一
月
本
部
例
会
予
告

縄
文
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
サ
バ
イ
バ
ル

　
　
　
講
師
　
ミ
ッ
ツ
ィ 

植
田 

氏

3
・
11
以
降
、
こ
れ
ま
で
の
生
き

方
・
物
の
見
方
・
価
値
観
が
劇
的
に
変

化
し
ま
し
た
。
今
こ
そ
日
本
人
が
D
	N	

A
の
中
に
持
っ
て
い
る
真
の「
日
本
人

魂（
ス
ピ
リ
ッ
ト
）」
の
底
力
を
発
揮
す

る
と
き
が
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は「
サ
バ
イ
バ
ル
」
で
す
。
自
分
の
生

存
を
他
者
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、

農
地
の
確
保
、
水
の
確
保
、
汚
染
さ
れ

て
い
な
い
食
料
の
備
蓄
、
サ
バ
イ
バ
ル

に
必
要
な
情
報
を
共
有
で
き
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
へ
の
参
加
な
ど
、「
自
給
自
足
」

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
転
換
す
る
こ
と

が
、
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
不
可
欠
で

す
。戦

争
も
な
く
、
思
い
や
り
・
分
か
ち

合
い
で
共
存
共
栄
の
社
会
を
1
万
6‌

5	

0‌

0
年
も
継
続
し
た「
縄
文
ス
ピ
リ
ッ

ト
」
の
智
慧
に
学
び
、
日
本
人
が
こ
の

原
点
に
戻
れ
ば
サ
バ
イ
バ
ル
可
能
で
す
。

マ
ヤ
の
予
言
、
八
ヶ
岳
山
麓
の
縄
文

遺
跡
、
リ
モ
ー
ト
ヴ
ュ
ー
イ
ン
グ
、
直

観
力
の
鍛
え
方
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
つ
い
て
提
言
し

ま
す
。

※
マ
ク
モ
ニ
ー
グ
ル
氏
と
も
親
し
く
貴

重
な
お
話
が
聞
け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘

い
し
て
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
ミ
ッ
ツ
ィ
植
田
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・（
株
）U
I
C　

代
表
取
締
役

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
グ
協
会

会
長

京
都
市
生
ま
れ
。
大
学
を
卒
業
後
、

渡
米
。
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
航
空
学
院
卒
。

独
自
に
開
発
し
た
脳
力
ア
ッ
プ
法
で
、

米
国
の「
自
家
用
飛
行
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
」

「
地
上
教
官
」
免
許
を
異
例
の
2
カ
月
で

同
時
ス
ピ
ー
ド
取
得
。

米
国
F
A
A
連
邦
航
空
局
の
最
難
関

国
家
試
験
と
言
わ
れ
る
「
運
航
管
理
者

免
許
」
日
本
人
女
性
初
の
合
格
者
。
コ

ン
チ
ネ
ン
タ
ル
航
空
で
運
行
管
理
者
と

し
て
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
業
務
に
携
わ
る
。

現
在
、
教
材
開
発
、
通
訳
、
翻
訳
、
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作
家
活
動
を
行
う
か
た
わ
ら
、「
脳
力

開
発
セ
ミ
ナ
ー
」「
超
英
語
法
セ
ミ
ナ

ー
」
リ
モ
ー
ト
・
ヴ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
手
法

を
使
っ
た「
直
観
力
養
成
セ
ミ
ナ
ー
」
な

ど
を
開
催
し
て
い
る
。

著
作
に「
マ
ク
モ
ニ
ー
グ
ル
が
語
る
リ

モ
ー
ト
・
ヴ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
世
界
」、「
ヘ

ミ
シ
ン
ク
入
門
」、「
浄
化
準
備
」、「
覚

醒
準
備
」、「
あ
な
た
も
残
り
5
%
の
成

功
者
に
な
れ
る
」、「
ミ
ッ
ツ
ィ
の
夢
が

か
な
う
7
つ
の
ス
テ
ッ
プ
」、
D
V
D

「
チ
ャ
ク
ラ  

こ
の
神
秘
な
る
輝
き
～
覚

醒
へ
の
レ
イ
ン
ボ
ウ
・
ブ
リ
ッ
ジ
～
」、

C
D「
自
宅
で
で
き
る
簡
単
イ
ル
カ
セ
ラ

ピ
ー
」、「
ミ
ッ
ツ
イ
の「
夢
が
か
な
う
」

魔
法
の
音
♪
」

日
時　

平
成
24
年
1
月
14
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　
　
　

�

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
本
部
例
会
報
告

未
知
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
と

チ
ャ
ネ
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
講
師
　
井
出
　
治 

氏

（
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
）

今
日
は
私
が
3
月
の
震
災
直
後
に
出

席
し
た
米
国
の
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
立
大

学
の
ほ
う
で
、
最
近
で
き
た
イ
ン
バ
ー

タ
の
結
果
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

前
半
は
そ
の
内
容
を
中
心
に
お
話
し
し
、

後
半
は
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
の
お
話
を
し
ま

す
。

※
最
初
に
以
前
開
発
し
て
い
た「
エ
ー

テ
ル
エ
ン
ジ
ン
」の
動
画
を
紹
介
す
る
。

3
月
に
私
が
出
席
し
た
国
際
会
議

「Space Propulsion and E
nergy 

Science International F
orum

 
2011

」
は
米
国
の
国
防
総
省
やN

A
SA

、

エ
ネ
ル
ギ
ー
省
、
空
軍
研
究
所
が
バ
ッ

ク
で
主
催
す
る
宇
宙
航
空
関
係
の
学
会

で
す
。
ち
ょ
う
ど
一
年
前
に
知
り
合
い

の
何
人
か
に
イ
ン
バ
ー
タ
を
公
開
実
験

し
た
時
に
、
知
り
合
い
の
一
人
か
ら
こ

の
国
際
会
議
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た

の
で
す
が
、
早
速
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
を

投
稿
し
ま
し
た
ら
、
3
日
も
経
た
な
い

う
ち
に
是
非
と
も
発
表
し
ろ
と
い
う
返

事
が
来
ま
し
た
。

会
議
は
3
月
15
日
～
17
日
開
催
で
、

私
は
16
日
の
メ
イ
ン
発
表
の
時
間
帯
で

発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

外
国
人
の
発
表
は
私
と
ド
イ
ツ
人
の
二

人
だ
け
で
し
た
。
ご
存
知
の
よ
う
に
3

月
11
日
は
東
日
本
大
震
災
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、
日
本
を
出
発
し
た
13
日
は
ぎ

り
ぎ
り
電
車
が
動
い
て
く
れ
て
絶
妙
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
出
発
で
き
ま
し
た
。

発
表
す
る
ま
で
が
大
変
だ
っ
た
の
で

す
が
、
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
投
稿
の
後
、

ド
ラ
フ
ト
ペ
ー
パ
ー（
簡
単
な
論
文
）
を

9
月
ま
で
に
提
出
せ
よ
と
来
て
、
何
と

か
間
に
合
わ
せ
た
ら
、
ア
ク
セ
プ
ト
、

す
な
わ
ち
「
あ
な
た
の
論
文
は
受
け
入

れ
ら
れ
た
の
で
発
表
し
て
O‌

K
」
が
来

ま
し
た
。
そ
の
後
メ
ー
ル
で
の
質
問
が

大
量
に
来
て
そ
れ
に
対
応
し
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で「
効
率
は
?
」
と
い
う
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
私
は
ド
ラ
フ
ト
ペ
ー
パ

ー
の
段
階
で
は
一
〇
〇
%
以
上
の
超
効

率（H
yper Effi

ciency

）
の
こ
と
を
隠

し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と
を
伝

え
て
、「
こ
の
内
容
で
学
会
発
表
で
き
る

か
?
」
と
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
ら
、「
い

っ
た
い
ど
う
い
う
方
法
で
ど
ん
な
機
械

を
使
っ
て
そ
う
い
う
デ
ー
タ
を
出
し
た

の
か
?
」
と
詳
細
に
聞
い
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
き
っ
ち
り
答
え
る
こ
と
で「
発

表
は
O‌

K
だ
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
サ
イ
科
学
会
は
別
で
す
が
、
日

本
の
通
常
の
学
会
で
し
た
ら
、
超
効
率

を
言
っ
た
時
点
で
、
一
〇
〇
%
拒
否
さ

れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
こ
が
日
本
の
学
者

の
ダ
メ
な
と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
学

会
は
し
っ
か
り
詳
細
を
問
い
合
わ
せ
て

き
て
、
納
得
す
れ
ば
最
後
に
O
K
を
出

す
の
が
、
偉
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
の
論
文
の
タ
イ
ト
ル
は
日
本
語
訳

す
る
と
、「"Positive EM

F
"

で
駆
動

さ
れ
て
、
な
お
か
つ
過
渡
現
象
と
の
相

互
作
用
に
よ
っ
て
、
駆
動
さ
れ
る
超
効

率
の
イ
ン
バ
ー
タ
」で
す
が
、
こ
う
い
う

内
容
で
堂
々
と
発
表
で
き
る
の
が
、
ア

メ
リ
カ
の
す
ご
い
と
こ
ろ
で
す
。

イ
ン
バ
ー
タ
と
い
う
の
は
直
流
電
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源
を
交
流
電
源
に
変
換
す
る
装
置
で
、

我
々
の
日
常
使
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
や
他
の
電
気
製
品
の
ほ
ぼ
す

べ
て
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

私
の
イ
ン
バ
ー
タ
の
特
徴
は
、
高
速

の
ス
パ
イ
ク
波
と
反
発
磁
場
を
使
い
、

過
渡
現
象
と
過
渡
現
象
を
重
ね
合
わ
せ

て
駆
動
す
る
こ
と
で
、
現
在
は
通
常
の

イ
ン
バ
ー
タ
の
4
倍
の
効
率
が
出
て
い

ま
す
。

"Positive EM
F

"

と
い
う
言
葉
は
、

私
の
創
り
だ
し
た
起
電
力
の
概
念
で
し

て
、
私
の
最
初
の
米
国
応
用
物
理
学
会

の
論
文
に
出
て
き
ま
す
が
、「
特
殊
な
磁

場
構
造
を
も
っ
た
共
振
回
路
に
お
い
て

非
常
に
異
常
な
電
圧
が
発
生
す
る
」と
い

う
内
容
の
論
文
で
す
。
こ
の
中
で
私
が

言
い
た
か
っ
た
の
は「
未
知
の"Positive 

EM
F

"

が
存
在
す
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。

"Positive EM
F

"

は
正（+

）の
起
電

力
す
な
わ
ち
入
力
電
流
と
同
一
方
向
で

あ
っ
て
、
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
逆
起
電
力
と

は
逆
方
向
と
な
り
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
起
電

力
か
ら
は
独
立
し
て
お
り
ま
す
。

通
常
の
E
M
F（
起
電
力
）
は
イ
ギ

リ
ス
の
科
学
者
マ
イ
ケ
ル
・
フ
ァ
ラ
デ

ー
が
電
磁
誘
導
と
し
て
発
見
し
た
も
の

で
す
が
、
こ
れ
は
大
変
な
発
見
と
な
り

ま
す
。
我
々
が
現
在
使
用
し
て
い
る
電

気
は
す
べ
て
、
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
電
磁
誘

導
の
法
則
か
ら
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。

水
力
・
火
力
・
原
子
力
発
電
で
あ
ろ
う

と
、
自
転
車
灯
の
発
電
器
で
あ
ろ
う
と
、

車
の
発
電
器
で
あ
ろ
う
と
、
す
べ
て
フ

ァ
ラ
デ
ー
が
一
八
〇
年
く
ら
い
前
に
原

理
を
見
つ
け
た
も
の
を
、
い
ま
だ
に
使

っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
聞
い
て
意

外
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
発
電
方
法
に
は
何
一
つ
進
歩

が
な
い
の
で
す
。
フ
ァ
ラ
デ
ー
は
も
う

一
つ
大
事
な
起
電
力
で
あ
る「
単
極
誘

導
」
を
発
見
し
ま
し
た
。
フ
ァ
ラ
デ
ー

の
電
磁
誘
導
の
実
験
装
置
は
現
在
で
も
、

イ
ギ
リ
ス
の
大
英
博
物
館
で
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で

は
重
要
な
科
学
的
発
見
を
し
た
も
の
を
、

し
っ
か
り
残
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
も

そ
の
精
神
は
見
習
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

"Positive EM
F

"

の
論
文
を
ア
メ
リ

カ
の
応
用
物
理
学
会
で
発
表
し
ま
し
た

ら
、
N‌

A‌

S‌

A
の
ラ
ン
グ
レ
ー
研
究
所

か
ら
も
案
内
が
き
ま
し
て
こ
ち
ら
で
も

発
表
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
こ
の「
非
線
形

電
磁
誘
導
理
論
」
と
い
う
も
の
を
創
っ

た
ば
か
り
で
し
た
の
で
、“
渡
り
に
船
”

と
い
う
こ
と
で
早
速
論
文
を
出
し
ま
し

た
。
1‌

9‌

9‌

9
年
12
月
に
サ
ン
タ
バ
ー

バ
ラ
に
行
っ
て
、
発
表
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
2
回
目
に
発
表
し
た
論
文
は「
フ

ァ
ラ
デ
ー
の
起
電
力
と
は
独
立
し
た
起

電
力
が
存
在
す
る
」
と
い
う
内
容
で
す
。

な
ぜ
こ
こ
ま
で
言
っ
た
か
と
い
う
と
、

1
回
目
の
論
文
で
見
つ
け
た"Positive 

EM
F

"
に
は
法
則
性
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
見
つ
け
た
と
い
う
こ
と
が
大
事
で

あ
り
、
も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
フ
ァ

ラ
デ
ー
の
法
則
は
、
磁
束
の
時
間
に
よ

る
一
次
微
分
な
の
で
す
が
、"Positive 

EM
F

"

は
磁
束
の
時
間
に
よ
る
二
次
微

分
以
上
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
す
。

上
図
の
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
起
電
力
の
K	

1
の
数
値
は
1
と
な
り
ま
す
が
、
フ
ァ

ラ
デ
ー
は
単
極
誘
導
も
発
見
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
見
つ
か
っ
て
い
る
起
電
力
は

こ
の
2
つ
だ
け
な
の
で
す
。
私
は
こ
れ

に
対
し
て
起
電
力
は
こ
ん
な
も
の
で
は

な
く
、
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
起
電
力
の
も
う

ひ
と
つ
上
の
高
次
項
に
符
号
が
+
の
第

三
の
起
電
力
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

こ
れ
を
仮
定
す
る
と
今
ま
で
出
て
き
た

現
象
が
説
明
で
き
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
起
電
力
は
こ
ん
な
も
の
で

は
な
く
、
さ
ら
に
磁
束
の
三
次
以
上
の

微
分
が
マ
イ
ナ
ス
と
プ
ラ
ス
交
互
で
続

く
無
限
級
数
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
仮
説
を
出
し
ま
し
た
。
自
然
現
象

は
リ
ニ
ア
ー（
直
線
性
）で
は
な
く
多
く

が
無
限
級
数
で
よ
り
精
密
に
説
明
さ
れ

ま
す
。

二
次
微
分
以
降
は
未
知
の
起
電
力
と

な
り
ま
す
が
、
私
が
非
常
に
興
味
を
も

っ
て
い
る
の
は
、
プ
ラ
ス
方
向
の
第
三

の
起
電
力
で
あ
り
、
こ
れ
を
う
ま
く
引

っ
張
り
出
す
よ
う
に
す
れ
ば
、
す
な
わ

ち
こ
れ
を
使
う
発
電
機
を
創
れ
ば「
永
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久
機
関
」が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

以
上
が
N
A
S
A
の
ラ
ン
グ
レ
ー
研

究
所
で
発
表
し
た
内
容
で
す
。

こ
の
後
、
私
は「
エ
ー
テ
ル
エ
ン
ジ

ン
」
の
研
究
を
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。

と
い
う
の
は
、
モ
ー
タ
ー
系
は
機
械
損

失
が
生
じ
る
の
で
や
っ
か
い
な
問
題
と

な
り
ま
す
。
そ
れ
を
消
す
た
め
に
、
完

全
に
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
状
態
で
発
電
機

が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、

そ
れ
を
追
求
し
た
の
が
二
〇
〇
〇
年
以

降
や
っ
て
い
る
研
究
で
す
。

や
り
始
め
た
直
後
に
1
2
0
%
以
上

の
効
率
が
出
た
の
で
す
が
、
再
度
実
験

す
る
と
再
現
性
が
な
い
の
で
す
。
そ
れ

で
も
一
度
甘
い
汁
を
吸
っ
た
の
で
も
う

止
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
続
け
た

の
で
す
が
、
1
0
0
%
出
る
か
出
な
い

か
の
す
れ
す
れ
の
状
態
が
9
年
間
続
き

ま
し
た
。
そ
し
て
2
0
0
9
年
に
1‌

1	

0
%
の
効
率
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
出
る

よ
う
に
な
り
、「
や
っ
た
!
」
と
思
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
後
ま
た
出
な
く
な
っ

て
、
ガ
ッ
ク
リ
し
た
の
で
す
。
そ
う
い

う
こ
と
が
何
回
か
続
い
た
後
、
一
昨
年

の
12
月
の
終
わ
り
に
、
大
き
く
頭
の
切

り
替
え
を
行
い
、
特
別
な
方
法
で
行
け

そ
う
だ
と
分
か
り
、
昨
年
1
月
の
初
旬

に
す
べ
て
の
も
の
が
完
成
し
ま
し
た
。

そ
の
状
態
は
今
で
も
続
い
て
お
り
ま
し

て
、
ま
だ
ど
ん
ど
ん
発
展
し
て
お
り
ま

す
。
今
回
だ
け
は
再
現
性
が
一
年
半
以

上
続
い
て
お
り
ま
す
。

後
半
は
家
内
を
通
し
て
交
信
し
た
チ

ャ
ネ
リ
ン
グ
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
で
す
。

そ
れ
は
別
宇
宙
の
異
星
人
と
別
空
間
の

何
種
類
か
の
地
底
人
な
ど
で
す
。
宇
宙

人
は
4
、
5
種
類
と
交
信
し
て
い
ま
す

が
、
最
近
受
け
て
面
白
か
っ
た
の
は
銀

河
連
合
か
ら
来
た
宇
宙
人
で
す
。
漫
画

み
た
い
な
話
で
す
が
、
ま
と
も
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
戴
い
て
お
り
ま
す
。
宇
宙
に

い
る
“
意
識
体
”
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

戴
き
ま
す
。

来
て
う
れ
し
い
も
の
と
う
れ
し
く
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
一
番
う
れ
し

い
の
は「
聖
母
マ
リ
ア
」
の
聖
霊
で
す
。

よ
く
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
な
ど
に
あ
る

絵
画
の
な
よ
っ
と
し
た
感
じ
で
は
な
く
、

目
鼻
立
ち
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
え

ら
も
張
っ
て
い
て
耳
が
と
ん
が
っ
て
い

ま
す
。

と
に
か
く
い
ろ
い
ろ
な
存
在
が
来
ま

す
が
、
私
の
研
究
に
関
係
す
る
人
で
は

ニ
コ
ラ
・
テ
ス
ラ
や
ボ
ル
タ
電
池
の
ア

レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ボ
ル
タ
、
ま
た
聖
霊

レ
ベ
ル
で
は
、
白
龍
、
黒
龍
、
青
龍
、

白
蛇
な
ど
、
坂
本
龍
馬
や
私
の
先
祖
ら

し
い
の
で
す
が
河
野
水
軍
の
武
士
な
ど

も
来
ま
し
た
。

チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
と
関
係
し
て
こ
こ
一

年
で
経
験
し
た
不
思
議
な
、
あ
る
い
は

面
白
い
お
話
を
し
ま
す
。
先
日
京
都
に

お
花
見
に
行
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
銀

閣
寺
の
近
く
に
あ
る
、
私
が
学
生
時
代

に
よ
く
散
歩
し
た「
哲
学
の
道
」で
の
お

話
で
す
。
家
内
と
二
人
で
歩
い
て
い
ま

し
た
ら
、
前
の
ほ
う
に
可
愛
い
白
い
猫

が
い
た
の
で
見
て
い
た
ら
、
猫
が
疎
水

の
中
を
見
つ
め
て
い
た
の
で
、
ち
ょ
っ

と
声
を
か
け
た
ら
猫
独
特
の
ツ
ン
と
し

て
、
向
こ
う
を
向
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

家
内
に
「
じ
ゃ
あ
行
こ
う
!
」
と
行
っ
て

歩
い
て
い
た
ら
、
家
内
が
「
あ
っ
猫
が
つ

い
て
く
る
!
」
と
言
っ
た
の
で
、「
え
っ
」

と
私
が
見
た
瞬
間
、
私
の
足
も
と
で
そ

の
猫
が
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

家
内
が
ち
ょ
っ
と
不
気
味
に
な
っ
て
、

ホ
テ
ル
に
向
か
い
夜
く
つ
ろ
い
で
い
た

ら
、
二
条
城
の
人
柱（
男
）
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
悪
い
怨
念
を
も
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
す
が
、「
二
条
城
に
は

来
る
な
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
猫
の

件
も
聞
き
ま
し
た
ら
、「
京
都
で
は
物
の

怪
も
一
杯
い
る
の
で
そ
ん
な
こ
と
は
当

た
り
前
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
昔
か
ら
U
F
O
を
よ
く
見
る
の

で
す
が
、
数
日
前
に
ま
た
オ
レ
ン
ジ
色

の
月
の
大
き
さ
く
ら
い
の
U
F
O
を
家

内
と
見
ま
し
て
、
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
し
て

い
る
宇
宙
人
に
、「
あ
れ
は
君
の
か
?
」

と
聞
き
ま
し
た
ら
、「
い
や
違
う
」
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ

を
し
て
い
る
聖
霊
の
誰
で
も
崇
拝
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
友
達
感
覚
で
つ

き
合
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
人
は
す
ぐ

何
で
も
崇
拝
し
て
し
ま
う
の
は
悪
い
傾

向
で
、
民
度
が
発
展
し
な
い
の
で
す
。

ま
た
昨
年
の
夏
の
こ
と
で
す
が
、
夜

中
に
洗
面
所
の
壁
に
か
け
て
あ
っ
た
ド

ラ
イ
ヤ
ー
が
勝
手
に
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ

て
回
り
始
め
た
の
で
、
家
内
に
何
か
変

な
も
の
が
来
て
い
な
い
か
見
て
く
れ
と

言
っ
た
ら
、
別
に
悪
い
感
じ
は
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
洗
面
所
に
行
っ
て
、

関
係
な
い
ス
イ
ッ
チ
を
触
っ
た
ら
、
ド

ラ
イ
ヤ
ー
が
オ
フ
に
な
っ
た
の
で
す
。

ち
ょ
っ
と
不
気
味
に
な
っ
て
、
仲
の

い
い
聖
霊
に
聞
い
て
み
た
ら
何
も
言
わ

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
後
に
宇
宙
人

に
「
君
が
や
っ
た
の
か
?
」
聞
い
た
ら
、

「
夏
の
夜
の
納
涼
だ
!
」
と
答
え
た
の
で

す
。
そ
う
い
う
付
き
合
い
方
を
し
て
い

る
の
で
す
が
、
面
白
い
で
し
ょ
う
! 

と

き
ど
き
彼
ら
は
存
在
の
証
拠
を
3
次
元

の
世
界
に
出
し
て
く
る
の
で
す
。

私
の
今
回
の
研
究
に
関
し
ま
し
て
も
、

宇
宙
人
、
地
底
人
が
関
わ
っ
て
い
る
の
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で
す
が
、
す
ぐ
そ
ば
で
私
の
実
験
を
見

て
い
る
の
が
分
か
っ
た
の
は
、
帰
宅
し

て
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

け
た
と
き
に
、「
こ
こ
の
部
品
が
壊
れ
て

い
る
よ
」
と
言
わ
れ
て
、
翌
日
研
究
所

へ
行
っ
て
み
る
と
、
確
か
に
そ
こ
が
壊

れ
て
い
る
の
で
す
。
た
だ
、
宇
宙
人
も

地
底
人
も
私
の
疑
問
や
問
題
に
対
し
て
、

答
え
を
そ
の
ま
ま
言
う
こ
と
は
絶
対
あ

り
ま
せ
ん
。
答
え
に
つ
な
が
る
よ
う
な

こ
と
を
婉
曲
的
に
言
う
こ
と
は
あ
り
ま

す
が
、
や
は
り
本
人
が
自
分
で
答
え
を

見
つ
け
な
い
と
つ
ま
ら
な
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
報
告

◎
平
成
22
年
度
本
部
事
業
報
告

1
．�

会
員
の
現
状
（
平
成
23
年
5
月
末

日
現
在
）

　

維
持
会
員　
　
　
　

7
名

　

正
会
員　
　
　

2
0
2
名

　

学
生
会
員　
　
　

2‌

9
名

　

準
会
員　
　
　
　

5‌

8
名

　

賛
助
会
員　
　
　
　

1
名

　

合　

計　
　
　

2
9
7
名

2
．
講
演
会
、
研
究
集
会

本
部
は
10
月
の「
第
21
回
全
国
大
会
」

を
含
み
、
計
12
回
の
集
会
を
開
催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会
（
敬
称
略
）

　

期
日　

講
演
者　

講
演
タ
イ
ト
ル

平
成
22
年

4
月
10
日
（
土
）
根
本
泰
行
「
映
画
『
ウ

オ
ー
タ
ー
』
に
み
る
水
の
真
実
」

5
月
8
日
（
土
）
堤 

裕
司
「
レ
イ
ラ
イ

ン
と
富
士
塚
信
仰
」

6
月
20
日
（
日
）
久
保
田
昌
治
「
水
と

は
・
・
・
水
は
生
体
内
で
は
勿
論
の

こ
と
自
然
界
で
も
今
我
々
が
考
え
て

い
る
よ
り
は
る
か
に
重
要
な
働
き
を

し
て
い
る
。」

7
月
10
日
（
土
）
木
下
次
男
「
福
島
県

飯
野
町
『
千
貫
森
謎
空
間
』 

補
足
：

U
F
O
学
に
つ
い
て
」

9
月
11
日
（
土
）
浪
平
博
人　

苗
鉄
軍

小
林
泰
樹
「
感
じ
ら
れ
る
“
サ
イ
”

―
3
種
類
の
サ
イ
デ
バ
イ
ス
・
ソ
フ

ト
体
験
会
―
」

10
月
10
日
（
日
）
第
21
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
2
0
1
2
年
問
題

と
サ
イ
」

11
月
14
日
（
日
）
秋
山
眞
人
「
夢
診
断

と
未
来
予
測
」

12
月
12
日
（
日
）
宇
治
橋
泰
志
「
新
た

な
予
防
医
学
を
目
指
し
て
」

平
成
23
年

1
月
8
日
（
土
）
新
年
会
も
兼
ね
た
会

員
の
体
験
意
見
発
表
と
討
論
の
会

2
月
12
日
（
土
）
石
川
和
孝
「
世
紀
末

的
神
示
と
予
言
の
陰
陽
道
的
思
考
」

○
分
科
会

宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

2
0
1
0
年

7
月
17
日
（
土
）
第
11
回
「
第
4
回
U	

F
O
&
O
R
B
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12
月
21
日
（
月
）
第
12
回
「
ア
セ
ン
シ

ョ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅲ
」

3
．
総
会

　

平
成
22
年
6
月
20
日

　

北
と
ぴ
あ
7
0
1
会
議
室
で
開
催

4
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

　

平
成
22
年
6
月
20
日

　

北
と
ぴ
あ
7
0
1
会
議
室
で
開
催

5�

．
本
部
理
事
会

　
�

第
1
5
4
回
～
第
1
6
1
回
を
4
月
、

5
月
、
7
月
、
9
月
、
11
月
、
12
月
、

1
月
、
2
月
と
8
回
開
催
し
た
。

6
．
出
版
物
「
サ
イ
科
学
」
第
32
巻

　

第
1
号
を
発
行
し
た
。　
　

「
サ
イ
の
広
場
」
は
「
サ
イ
科
学
」
と

合
本
し
た
。

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」第
3
9
0
号
か

ら
第
3
9
6
号
ま
で
を
発
行
し
た
。

◎
平
成
23
年
度
本
部
事
業
計
画

・
10
月
に
創
立
35
周
年
記
念
大
会
を
開

催
す
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」

・
月
例
会
を
8
回
（
5
、
6
、
7
、
9
、

11
、
12
、
1
、
2
月
）
開
催
す
る
。

・
本
部
理
事
会
、
全
国
理
事
会
評
議
員

会
を
開
催
す
る
。

・
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
6
回
発
行
す
る
。

・「
サ
イ
科
学
（
+
サ
イ
の
広
場
）」
を

発
行
す
る
。

・
公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

・「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
の
資
料

を
整
備
す
る
。

・
そ
の
他

○
活
動
方
針
と
し
て

・
刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・
応

用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

・
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会
等

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
活
用
す
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト
や

メ
イ
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

・
雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

・
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携
を

●❼ ●



深
め
る
。

・
地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

・
理
事
や
若
手
の
幹
事
（
理
事
候
補
）、

評
議
員
を
増
や
す
。

・
そ
の
他

●
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
会
長
　
佐
佐
木
　
康
二

◎
平
成
22
年
度
事
業
報
告
（
敬
称
略
）

平
成
22
年

　
（�

会
場
は
5
月
、
6
月
以
外
は
仙
台

市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー
）

4
月
10
日　

総
会
及
び
第
1
7
2
回
研

究
会

　

「
平
成
21
年
度
事
業
報
告
、
平
成
22

年
度
事
業
計
画
」

　

「
量
子
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
p
s
i

能
力
を
発
揮
す
る
!
」
佐
佐
木
康
二

5
月
3
日
「
念
写
実
験
会
」
佐
佐
木
康

二（
福
来
心
理
学
研
究
所
と
の
共
催
）

（
情
報
・
産
業
プ
ラ
ザ
）

5
月
4
日
「
仙
台
瞑
想
会
H
22
G
W
研

修
会
」
へ
の
協
力
（
超
能
力
発
揮
実

験
）（
情
報
・
産
業
プ
ラ
ザ
）

6
月
12
日　

第
1
7
3
回
研
究
会

「
ソ
ウ
ル
メ
イ
ト
や
因
縁
が
わ
か
る

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
」
佐
佐
木
康
二
（
旭

ヶ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
）

8
月
12
日
「
念
写
実
験
会
」 

佐
佐
木
康

二（
福
来
心
理
学
研
究
所
と
の
共
催
）

8
月
14
日　

第
1
7
4
回
研
究
会

「
さ
わ
ら
ぬ
邪
霊
に
タ
タ
リ
な
し　

霊
の
『
物
理
』」
佐
佐
木
康
二

10
月
9
日　

第
1
7
5
回
研
究
会

「
地
球
は
類
魂
だ
っ
た
!　

U
F
O

と
2
0
1
2
年
問
題
」
佐
佐
木
康
二

12
月
11
日　

第
1
7
6
回
研
究
会

「
カ
ル
マ
の
結
び
目
を
『
リ
ー
マ
ン

予
想
』
で
解
く
」
佐
佐
木
康
二

平
成
23
年

2
月
12
日　

第
1
7
7
回
研
究
会

「
方
位
は
“
神
様
”
の
価
値
観
の
現
れ

だ
っ
た
」
佐
佐
木
康
二

◎
平
成
23
年
度
事
業
計
画

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人
及

び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る
だ

け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的
に

持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人
に

成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本
質

的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指
し
、

次
の
事
業
を
行
う
。

1
．
定
例
研
究
会
の
開
催

　

�

定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
2
土
曜
日

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成

果
を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知

識
を
持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の

著
名
人
の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て

は
準
備
せ
ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に

考
慮
す
る
。

2�

．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄

録
」
の
編
集

3
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

　

�

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
―
「
念
写
計
」

等
の
開
発
、
気
・
意
識
の
種
類
の
見

分
け
方
、「
念
写
」
写
真
・「
オ
ー
ブ
」

画
像
等
の
分
析
・
検
証（
福
来
心
理

学
研
究
所
と
の
共
同
研
究
）、
意
識
純

化
・
宇
宙
意
識
へ
の
目
覚
め
、
地
震
予

知
、
数
秘
術
・
秘
数
の
科
学
性
の
研

究
、
フ
リ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
装
置
の
研

究
、
過
去
世
・
霊
性
・
霊
能
の
研
究

4
．
講
演
会
等
の
開
催

　

�

「
念
写
実
験
会
」、「
大
震
災
と
意
識

の
歪
み
」
等
の
テ
ー
マ
で
8
月
に
講

演
会
を
開
催
す
る（
福
来
心
理
学
研

究
所
、
仙
台
瞑
想
研
究
会
と
共
催
）

5�

．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

会
員
・
会
員
の
勧
誘

6�
．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資

料
等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
会
長
　
山
田
　
哲
三

◎
平
成
22
年
度
事
業
報
告

研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

平
成
22
年
4
月
10
日
（
土
）

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

内
容　

�

丹
羽
氏
、
小
川
氏
、
高
田
氏
、

磯
部
氏
、
山
田
氏
発
表
（
22

名
の
参
加
）

研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

平
成
22
年
9
月
11
日
（
土
）

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

内
容　

会
員
3
名
の
発
表

◎
平
成
23
年
度
事
業
計
画

内�

容　

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

を
中
心
に
出
席
者
で
勉
強
会
を
行
う
。

日
程　

�

第
1
回　

平
成
23
年
5
月
14
日

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

　
　
　

第
2
回　

平
成
23
年
9
月
予
定

　
　
　

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
会
長
　
佐
藤
　
禎
花

◎
平
成
22
年
度
事
業
報
告
（
敬
称
略
）

平
成
22
年
8
月
29
日（
日
）

「
ダ
ウ
ジ
ン
グ
と
は
何
か
～
ダ
ウ
ジ
ン

グ
か
ら
医
療
ダ
ウ
ジ
ン
グ
ま
で
～
」

堤
裕
司（
日
本
ダ
ウ
ザ
ー
協
会
会
長
、

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
医
学
協
会
理
事
）

● ❽●



◎
平
成
23
年
度
事
業
計
画

平
成
23
年
6
月
26
日（
日
）

第
1
部　

基
調
講
演
「
2
0
1
2
年
問

題
と
サ
イ
」
阿
久
津 

淳

第
2
部　

U
F
O
ト
ー
ク
バ
ト
ル

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
「
U
F
O
の
最
新

情
報
」
竹
本 

良

ガ
チ
ン
コ
ト
ー
ク
バ
ト
ル
「
U
F
O

問
題
と
人
類
の
未
来
」
飛
島
竜
一
×

竹
本 

良

講
師　

阿
久
津
淳
先
生
（
日
本
サ
イ
科

学
会
理
事
・
科
学
問
題
研
究
家
）

竹
本 

良
（
科
学
問
題
研
究
家
）

飛
島
竜
一
先
生
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・

科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

平
成
23
年
度
の
計
画
に
関
し
ま
し
て

は
、
6
月
、
11
月
、
3
月
の
予
定
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
会
長
　
河
野
　
明
夫

◎
平
成
22
年
度
事
業
報
告
（
敬
称
略
）

平
成
22
年
度
は
下
記
の
よ
う
に
8
月
、

12
月
を
除
き
、
22
年
4
月（
3
4
7
回
）

か
ら
23
年
3
月（
3
5
6
回
）の
10
回
開

催
し
た
。
参
加
者
は
会
員
1
2
4
名
非

会
員
2
2
3
名
合
計
3
4
7
名
で
、
非

会
員
が
伸
び
て
い
る
。

平
成
22
年

4
月
17
日
（
土
）
吉
田
信
啓
「
最
新
資

料
の
石
造
遺
跡
の
サ
イ
科
学
的
比
較

考
察
」

5
月
15
日
（
土
）
鶴
田
光
敏
「
幸
福
へ

の
波
動
」

6
月
19
日
（
土
）
天
野
聖
子
「
自
己
実

現
は
大
い
な
る
自
己
（
真
我
・
高
我

ま
た
は
ハ
イ
ヤ
ー
セ
ル
フ
）
と
の
対

話
で
達
成
で
き
る
」

7
月
17
日
（
土
）
林 

和
也
氏
「
言
葉
は

天
か
ら
の
お
く
り
も
の
」

9
月
18
日
（
土
）
北
村
皓
一
「
日
本
建

国
の
神
々
と
ユ
ダ
ヤ
」

10
月
30
日
（
土
） 

古
村
豊
治
「
な
ぜ
あ

な
た
に
大
き
な
奇
跡
が
お
こ
ら
な
い

の
か
」

11
月
20
日（
土
）淺
川
嘉
富「
U
F
O
・

パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
・
ア
セ
ン
シ
ョ

ン
」

平
成
23
年

1
月
15
日
（
土
）
赤
松 

瞳
「
最
新
脳
科

学
と
透
視
能
力
」

2
月
19
日
（
土
）
下
村
和
弘
「
脳
科
学

と
健
康
…
代
替
医
療
の
疑
問
解
消

か
⁉　

～
4
つ
の
法
則
（
脳
／
心
／

身
体
／
栄
養
）
か
ら
考
え
る
」

3
月
19
日
（
土
）
重
松
昭
春
「
日
本
人

の
生
き
方
と
21
世
紀
の
未
来
」

◎
平
成
23
年
度
事
業
計
画
（
敬
称
略
）

平
成
23
年
度
は
下
記
の
よ
う
に
8
月

と
12
月
を
除
き
、
23
年
4
月（
3
5
7

回
）
か
ら
24
年
3
月（
3
6
6
回
）
の
10

回
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
23
年

4
月
19
日
（
土
）
芳
野
武
人
「
誰
で
も

で
き
る
一
日
で
で
き
る
気
の
活
用
」

5
月
21
日
（
土
）
瀬
尾
泰
範
「
東
日
本

大
震
災
と
今
後
の
世
界
に
つ
い
て
占

星
学
的
解
釈
と
予
測
」

6
月
18
日
（
土
）
サ
ア
ラ
「
科
学
と
霊

性
の
融
合
す
る
時
代
」

7
月
16
日
（
土
）
高
尾
征
治
「
オ
リ
ジ

ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
正
32
面
体
図
象
に

潜
む
驚
異
の
浄
化
パ
ワ
ー　

日
本
各

地
を
巡
る
『
み
ろ
く
』
奉
納
紀
行
に

学
ぶ
―
」

9
月
17
日
（
土
）
井
出 

治
「
未
知
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
研
究
と
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
」

10
月
15
日
（
土
）
阿
久
津 

淳
「
2

	
0
	1	

2
年
問
題
と
サ
イ
科
学
的
進
化

"PSIentific Evolution &
 2012"

」

以
降
11
月
、
1
月
、
2
月
、
3
月
研
究

集
会
開
催
予
定
。

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
会
長
　
金
子
　
輝
夫

◎
平
成
22
年
度
事
業
報
告

九
州
部
会
と
し
て
の
事
業
は
行
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

◎
平
成
23
年
度
事
業
計
画

世
話
役
を
得
て
、
で
き
ま
し
た
ら
講

演
会
を
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

●
平
成
23
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

　
構
成
（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

会
長　
　

佐
々
木 

茂
美

理
事
長　

浪
平 

博
人

顧
問　
　

窪
田 

啓
次
郎
、
品
川 

次
郎
、

　
　
　
　

西
條 

一
止

地
方
会
長
兼
理
事

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
佐
木 

康
二

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

山
田 

哲
三
＊

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
藤 

禎
花

関
西
サ
イ
科
学
会
会
長
、
副
理
事
長　

　

河
野 

明
夫

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

金
子 

輝
夫
＊

理
事
（
常
任
理
事
を
含
む
）

　

阿
久
津 

淳
、
大
木 

高
伸
、

　

大
谷 

宗
司
＊
、
久
保
田 

昌
治
、

●❾ ●



　

小
林 

泰
樹
＊
、
小
林 

信
正
、

　

小
牧 
昭
一
郎
、
佐
々
木 

律
子
、

　

志
賀 
一
雅
＊
、
志
村 

則
夫
、

　

徳
永 
康
夫
＊
、
中
島 

敏
樹
＊
、

　

鯰
江 

勇
＊
、
本
間 

修
二
、

　

前
田 

知
則
、
苗 
鉄
軍
＊
、

　

渡
辺 

宙
明
＊

幹
事

　

飯
見 

勇
、
吉
田 

一
美

評
議
員

　

薄
葉 

達
夫
＊
、
占
部 

浩
一
、

　

加
納 

愛
信
、
鴨
川 

裕
司
＊
、

　

小
久
保 

孝
行
＊
、
佐
藤 

ひ
ろ
子
＊
、

　

杉
立 

繁
、
高
橋 

至
誠
＊
、

　

谷
口 

五
月
＊
、
飛
田 

洋
子
、

　

前
田 

稔
＊
、
三
浦 

良
江
＊
、

　

屋
敷 

益
男

監
事

　

和
田 

守
央
＊

（
1
）
本
部
役
員
・
理
事
会
は
会
長
、
理

事
長
、
顧
問
、
常
任
理
事
、
幹
事
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

（
2
）
常
任
理
事
は
月
1
回
開
催
さ
れ
る

本
部
理
事
会
に
出
席
で
き
る
理
事
を

示
す
。

（
3
）
常
任
理
事
の
選
出
は
、
理
事
の
自

己
申
告
に
よ
る
。

［
平
成
22
年
度
決
算
報
告
］

［
平
成
23
年
度
予
算
］

◎
基
幹
論
文
賞
・
功
労
賞
表
彰

●
基
幹
論
文
賞

東
京
都　

佐
々
木　

茂
美　

殿

　
　
　
　

昭
和
5
年
2
月
11
日
生

本
会
は
定
款
細
則
第
18
条
に
よ
り
総

会
の
議
を
経
て　

貴
下
の
研
究
活
動
に

対
し
基
幹
研
究
賞
を
贈
り　

感
謝
の
意

を
表
し
ま
す

　

平
成
23
年
6
月
12
日

　
　
　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　

会
長 
佐
々
木 

茂
美

研
究
活
動
:「
相
殺
零
場
の
発
見
」

2
要
素
間
に
零
を
造
り
、
変
曲
点
ま

で
活
性
化
し
て
不
安
定
状
態
を
造
る

と
、
未
知
現
象
が
発
生
し
や
す
く
な
る

事
を
発
見
し
た

学
会
賞

（
1
）
目
的
:
本
会
の
理
念
に
ふ
さ
わ
し

い
学
術
研
究
、
実
践
活
動
に
対
し
て

授
与
す
る
。

（
2
）
対
象
:
論
文
、
著
書
並
び
に
実
践

活
動
に
た
い
し
て
。

（
3
）
選
考
方
法
:

（
3
・
1
）
自
薦
ま
た
は
他
薦
と
す
る
。

（
3
・
2
）
顧
問
、
会
長
、
理
事
、
専
門

家
で
審
査
の
上
、
理
事
会
で
受
賞
予

定
者
を
き
め
る
。

（
4
）
表
彰
:
年
次
大
会
時
の
総
会
で
受

賞
者
を
決
定
す
る
。

●
功
労
賞

　
　
　
　
　

河
野　

明
夫　

殿

あ
な
た
は
日
本
サ
イ
科
学
会
員
（
関

西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
、
日
本
サ
イ

科
学
会
副
会
長
、
理
事
）
と
し
て　

永

年
に
わ
た
り
研
究
と
啓
蒙
活
動
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た 

本
学
会
の
輝
か
し
い
発
展
は
あ
な
た

の
ご
努
力
に
お
う
所
が
大
で
あ
り
ま
す

● �●

項目 予算 決算 項目 予算 項目 決算
ジャーナル発行 700,000 699,330 会費 2,000,000 会費（正） 1,469,000
会誌発行 300,000 393,876 例会 300,000 会費（学生） 168,000
人件費 1,500,000 1,531,000 寄付 400,000 会費（準） 261,500
例会会場費 100,000 127,320 本・他 200,000 会費（維持） 200,000
講師謝礼 200,000 190,000 繰越金 2,477,739 会費（賛助） 50,000
事務用品 200,000 103,967 合計 5,377,739 入会費 42,000
郵送・配送料 100,000 65,870 例会収入 509,000
通信費 100,000 77,224 本会寄付 528,000
会議・打合せ 80,000 85,907 本・他 186,630
交通費 60,000 45,700 広告料 0
事務所維持費 110,000 106,543 前年度繰越金 2,477,739
郵便・銀行振込料 20,000 22,770 合計 5,891,869
予備（予稿集印刷代） 100,000 117,680
来期繰越金 1,807,739 2,324,682
合計 5,377,739 5,891,869

項目 金額 項目 金額
会費 2,000,000 ジャーナル発行 600,000
例会 400,000 会誌発行 350,000
寄付 400,000 人件費 1,530,000
本・他 200,000 例会会場費 120,000
繰越金 2,324,682 講師謝礼 200,000
合計 5,324,682 事務用品 150,000

郵送・配送料 70,000
通信費 80,000
会議・打合せ 80,000
交通費 50,000
事務所維持費 110,000
郵便・銀行振込料 20,000
予備 100,000
来期繰越金 1,864,682
合計 5,324,682

支出 収入

収入 支出

項目 予算 決算 項目 予算 項目 決算
ジャーナル発行 700,000 699,330 会費 2,000,000 会費（正） 1,469,000
会誌発行 300,000 393,876 例会 300,000 会費（学生） 168,000
人件費 1,500,000 1,531,000 寄付 400,000 会費（準） 261,500
例会会場費 100,000 127,320 本・他 200,000 会費（維持） 200,000
講師謝礼 200,000 190,000 繰越金 2,477,739 会費（賛助） 50,000
事務用品 200,000 103,967 合計 5,377,739 入会費 42,000
郵送・配送料 100,000 65,870 例会収入 509,000
通信費 100,000 77,224 本会寄付 528,000
会議・打合せ 80,000 85,907 本・他 186,630
交通費 60,000 45,700 広告料 0
事務所維持費 110,000 106,543 前年度繰越金 2,477,739
郵便・銀行振込料 20,000 22,770 合計 5,891,869
予備（予稿集印刷代） 100,000 117,680
来期繰越金 1,807,739 2,324,682
合計 5,377,739 5,891,869

項目 金額 項目 金額
会費 2,000,000 ジャーナル発行 600,000
例会 400,000 会誌発行 350,000
寄付 400,000 人件費 1,530,000
本・他 200,000 例会会場費 120,000
繰越金 2,324,682 講師謝礼 200,000
合計 5,324,682 事務用品 150,000

郵送・配送料 70,000
通信費 80,000
会議・打合せ 80,000
交通費 50,000
事務所維持費 110,000
郵便・銀行振込料 20,000
予備 100,000
来期繰越金 1,864,682
合計 5,324,682

支出 収入

収入 支出

項目 予算 決算 項目 予算 項目 決算
ジャーナル発行 700,000 699,330 会費 2,000,000 会費（正） 1,469,000
会誌発行 300,000 393,876 例会 300,000 会費（学生） 168,000
人件費 1,500,000 1,531,000 寄付 400,000 会費（準） 261,500
例会会場費 100,000 127,320 本・他 200,000 会費（維持） 200,000
講師謝礼 200,000 190,000 繰越金 2,477,739 会費（賛助） 50,000
事務用品 200,000 103,967 合計 5,377,739 入会費 42,000
郵送・配送料 100,000 65,870 例会収入 509,000
通信費 100,000 77,224 本会寄付 528,000
会議・打合せ 80,000 85,907 本・他 186,630
交通費 60,000 45,700 広告料 0
事務所維持費 110,000 106,543 前年度繰越金 2,477,739
郵便・銀行振込料 20,000 22,770 合計 5,891,869
予備（予稿集印刷代） 100,000 117,680
来期繰越金 1,807,739 2,324,682
合計 5,377,739 5,891,869

項目 金額 項目 金額
会費 2,000,000 ジャーナル発行 600,000
例会 400,000 会誌発行 350,000
寄付 400,000 人件費 1,530,000
本・他 200,000 例会会場費 120,000
繰越金 2,324,682 講師謝礼 200,000
合計 5,324,682 事務用品 150,000

郵送・配送料 70,000
通信費 80,000
会議・打合せ 80,000
交通費 50,000
事務所維持費 110,000
郵便・銀行振込料 20,000
予備 100,000
来期繰越金 1,864,682
合計 5,324,682

支出 収入

収入 支出



よ
っ
て
日
本
サ
イ
科
学
会
功
労
賞
を

贈
り
表
彰
し
感
謝
致
し
ま
す

　

平
成
23
年
6
月
12
日

　
　
　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

佐
々
木 

茂
美

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
五
十
八
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

「�

東
日
本
大
震
災
と
今
後
の
世
界
に

つ
い
て
占
星
学
的
解
釈
と
予
測
」

　
　
　
講
師
　
瀬
尾
　
泰
範 

氏

　
　
　
　
　（
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
）

と
き　
　

平
成
23
年
5
月
21
日（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

瀬
尾
泰
範
氏
は
1
9
5
1
年
静
岡
県

生
ま
れ
。
京
都
大
学
工
学
部
卒
業
後
、

航
空
会
社
、
民
間
の
研
究
所
、
予
備
校

講
師
を
経
て
、
1
9
9
1
年
才
能
開
発

研
究
所
を
設
立
。

心
理
学
、
占
星
学
に
よ
る
個
人
の
才

能
・
感
性
・
運
勢
診
断
を
行
い
、
ま
た

す
べ
て
の
人
が
持
つ
心
の
潜
在
能
力
の

研
究
と
開
発
を
進
め
る
。
日
本
サ
イ
科

学
会
理
事
。

著
書
「
来
た
る
べ
き
ア
ク
エ
リ
ア
ス

の
時
代
」（
潮
文
社
）、「
自
分
の
隠
れ
た

才
能
が
見
つ
か
る
本
」（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）

今
回
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
か
ら
お

話
し
を
戴
い
た
と
き
は
、「
2
0
1
2
問

題
」
を
メ
イ
ン
に
、
世
界
に
対
す
る
海

王
星
の
影
響
力
の
観
点
か
ら
今
後
の
予

測
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で
お
り

ま
し
た
が
、「
3
・
11
東
日
本
大
震
災
」

が
起
こ
り
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
ま
し
て
、

世
界
に
対
す
る
天
王
星
の
影
響
力
の
観

点
か
ら
も
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。

私
は
以
前
か
ら
関
東
大
震
災
が
い
つ

起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
っ
て

覚
悟
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
東
日
本

大
地
震
が
起
こ
っ
て
ビ
ル
の
上
層
階
が

大
揺
れ
し
た
と
き
、
予
備
校
で
授
業
を

し
て
い
た
の
で
す
が
、「
あ
っ
、
来
た

な
！
」
と
い
う
こ
と
で
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら

ず
に
、
ビ
ル
の
倒
壊
も
な
い
と
判
断
し

て
そ
の
部
屋
に
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
1
時
間
後
く
ら
い
に
携
帯
の

ワ
ン
セ
グ
で
見
た
津
波
は
予
想
外
の
も

の
で
び
っ
く
り
し
、
ま
た
そ
の
後
報
道

さ
れ
た
福
島
の
原
発
事
故
は
自
分
の
恐

れ
て
い
た
こ
と
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
非
常
に
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

工
学
部
の
出
身
で
あ
る
私
は
、
以
前

か
ら
原
子
力
発
電
に
も
興
味
を
も
っ
て

い
て
、
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
そ
の
危

険
性
を
知
り
、
京
都
大
学
原
子
炉
実
験

所
助
教
の
小
出
裕
章
先
生
の
本
を
読
ん

だ
と
き
、
原
子
力
の
プ
ロ
が
「
原
発
は

止
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
主

張
を
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
、
そ
の
思

い
を
強
く
し
ま
し
た
。

要
す
る
に
ど
ん
な
装
置
で
も
事
故
や

故
障
の
起
こ
ら
な
い
も
の
は
な
く
、
原

発
が
事
故
っ
た
と
き
に
は
、
誰
も
そ
ば

に
近
づ
け
な
く
な
る
の
で
、
修
理
が
で

き
ず
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
効
か
な
く
な

る
の
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
れ
ば
誰
も
想

像
が
つ
く
こ
と
で
、
そ
の
危
険
性
が
と

て
つ
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
れ
ば
、

原
子
力
発
電
は
で
き
な
い
は
ず
で
す
。

事
故
云
々
の
前
に
原
発
の
放
射
性
廃

棄
物
の
一
〇
〇
%
安
全
な
処
理
が
で
き

な
い
の
で
す
か
ら
、
普
通
の
理
性
で
考

え
て
も
原
子
力
発
電
は
始
め
て
は
い
け

な
い
技
術
な
の
に
、
お
金
を
ジ
ャ
ブ
ジ

ャ
ブ
ま
か
れ
て
、
誰
も
止
め
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
「
も
ん
じ
ゅ
」
や
「
柏

崎
刈
羽
原
発
」
な
ど
重
大
な
事
故
も
含

め
て
原
発
事
故
は
何
件
も
起
き
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
重
大
性
は
正
確
に
報
道

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
回
犠
牲
に
な
っ
た
多
く
の
皆
様
に

は
大
変
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
日
本

人
が
こ
れ
だ
け
の
犠
牲
を
払
っ
て
、
世

界
に
原
子
力
発
電
が
N
G
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。運

命
学
の
基
本
原
理
を
4
つ
に
ま
と

め
ま
す
と
一
つ
目
は
、「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ（
性
格
、
才
能
、
習
慣
）が
運
命
を
つ

く
る
」
と
い
う
も
の
で
、
な
ぜ
西
洋
占

星
学
で
運
命
が
分
か
る
か
と
申
し
ま
す

と
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
診
断
に
優
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。
才
能
診
断
に
関
し

ま
し
て
も
、
私
は「
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理

論
」
を
研
究
し
て
い
ま
し
て
、
そ
こ
か

ら
創
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
チ
ャ
ー
ト
で
才

能
の
診
断
も
で
き
ま
す
。

二
つ
目
は「
人
間
は
潜
在
意
識
に
お
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い
て
、
自
分
が
い
つ
も
思
っ
て
い
る
よ

う
な
人
間
に
な
る
」
と
い
う
も
の
で
、

三
つ
目
の「
内
面（
心
の
世
界
）
が
外
面

（
現
実
社
会
）
に
反
映
す
る
」
と
合
わ
せ

る
と
、
四
つ
目
の「
い
つ
も
未
来
を
強
く

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
生
き
る
人
間
は

そ
の
通
り
に
な
り
、
そ
う
で
な
い
人
間

は
周
囲
の
人
々
や
環
境
に
振
り
回
さ
れ

る
」
と
い
う
法
則
に
な
り
ま
す
。

要
す
る
に
潜
在
意
識
で
は
外
に
働
き

か
け
る
P
K（
念
力
）
を
四
六
時
中
、
出

し
て
い
ま
す
か
ら
、
は
っ
き
り
「
こ
う

し
た
い
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
出
し
て
い

る
人
は
外
界
に
そ
れ
が
形
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
そ
う
で
な
い
人
は
周
囲
に

流
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
前
歌
手
の
永
ち
ゃ
ん
が
C
M
で「
未

来
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
今
を
生
き
て
い
る

か
?
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い

ま
し
た
が
、
人
間
は
い
つ
も
自
分
の
未

来
を
描
い
て
生
き
な
け
れ
ば
い
け
な
い

よ
、
と
言
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、

案
外
人
間
は
周
囲
任
せ
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

西
洋
占
星
学
の
本
格
的
な
ホ
ロ
ス
コ

ー
プ
診
断
に
つ
い
て
概
略
を
お
話
し
し

ま
す
。

「
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
」
と
は
日
本
語
で

「
出
生
天
宮
図
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
地

球
中
心
で
周
囲
に
12
星
座
の
あ
る
円
形

チ
ャ
ー
ト
の
内
側
に
、
そ
の
人
の
生
年

月
日
、
出
生
時
刻
、
出
生
地
か
ら
計
算

さ
れ
た
太
陽
系
の
星
の
位
置
を
割
り
振

っ
た
も
の
で
す
。

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
診
断
に
使
わ
れ
る
要
素

は
、
大
き
く
分
け
る
と
4
つ
あ
り
ま
す
。

1
．
太
陽
、
月
を
含
め
た
太
陽
系
の
主

要
な
星
達
10
個
と
上
昇
宮（
A
S
C
）、

南
中
（
M
C
）
等
の
感
受
点

2
．
春
分
点（
春
分
の
日
に
太
陽
が
来

る
黄
道
上
の
位
置
）
を
基
準
に
し
た

12
星
座

3
．
上
昇
宮（
出
生
時
に
お
け
る
東
の

地
平
線
に
あ
る
星
座
）
や
南
中（
黄

道
の
最
上
方
ポ
イ
ン
ト
）
を
基
準
に

し
た
12
ハ
ウ
ス

4
．
星
や
感
受
点
同
士
の
地
球
中
心
か

ら
み
た
特
定
の
相
互
角
度（
ア
ス
ペ

ク
ト
）

※�「
黄
道
」
と
は
正
式
に
は
地
球
か
ら
見

て
太
陽
が
通
る
天
空
上
3
6
0
度
の

大
円
ラ
イ
ン
で
、
10
個
の
星
達
は
ほ

ぼ
黄
道
の
近
辺
を
移
動
し
て
い
ま
す
。

以
上
4
つ
の
要
素
は
す
べ
て
、
診
断

を
受
け
る
方
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
に
入
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
診
断
の
柱
は
、

1
．
星
達
や
感
受
点
が
ど
の
星
座
に
あ

る
か
で
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
各
要
素

（
気
質
、
性
格
、
情
緒
性
、
行
動
面
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
男
性

性
、
女
性
性
、
等
）
の
特
徴
が
つ
か

め
ま
す
。

2
．
星
達
や
感
受
点
が
12
ハ
ウ
ス
の
ど

こ
に
入
る
か
で
、
人
生
に
お
け
る
自

己
表
現
の
方
向
性（
仕
事
、
勉
学
、

研
究
、
恋
愛
、
結
婚
、
家
庭
、
遊
び
、

経
済
等
）
が
分
か
り
ま
す
。

3
．
星
や
感
受
点
同
士
の
形
成
す
る
ア

ス
ペ
ク
ト（
特
定
の
相
互
角
度
）
を
み

る
こ
と
で
、
よ
り
詳
細
な
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
と
運
勢
が
診
断
出
来
ま
す
。

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
が
人
に
よ
っ
て
千
差

万
別
と
な
る
大
き
な
要
素
で
す
。

私
は
12
星
座
と
い
う
の
は
、
地
球
の

地
軸
が
23
度
30
分
傾
い
て
い
る
こ
と
に

よ
り
太
陽
と
地
球
の
相
対
的
な
位
置
関

係
か
ら
生
じ
る
地
球
の
周
囲
の
12
種
類

の
波
動
を
も
っ
た
オ
ー
ラ
場
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
の
12
種
類
の
オ
ー
ラ

場
の
ど
こ
か
ら
各
星
達
の
光
線
が
来
る

か
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
千
差
万
別
に
な
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
12
星
座
に
は「
支
配
星
」
と
呼

ば
れ
る
“
大
家
さ
ん
”
に
あ
た
る
星
が
一

つ
あ
り
、
そ
の
星
座
の
性
質
と
近
い
10

個
の
星
達
が
割
り
振
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
日
お
話
し
す
る
外
惑
星
に
関
し
ま
し

て
は
、
天
王
星
が
水
瓶
座
、
海
王
星
が

魚
座
、
冥
王
星
が
蠍
座
を
支
配
し
て
い

ま
す（
水
星
、
金
星
は
2
つ
の
星
座
の

支
配
星
と
な
り
ま
す
）。

巷
で“
星
占
い
”
と
呼
ば
れ
る
も
の

は
、
実
は
そ
の
人
が
生
ま
れ
た
と
き
に
、

太
陽
が
ど
の
星
座
に
あ
る
か
で「
○
○

座
生
ま
れ
」
が
決
ま
る
わ
け
で
す
。
誕
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生
時
に
太
陽
が
入
る
星
座
の
性
質
は
、

そ
の
人
の
性
格
の
土
台
と
な
る
も
の
な

の
で
、
そ
れ
だ
け
で
も
あ
る
程
度
の
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
診
断
は
で
き
ま
す
が
、

本
格
的
な
診
断
は
太
陽
系
の
10
個
の
星

と
2
つ
の
感
受
点
が
ど
の
星
座
に
あ
る

か
も
み
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
東
日
本
大
震
災
の
と
き

の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
を
描
い
て
み
て
び
っ

く
り
し
た
の
は
、
天
王
星
が
ほ
ぼ
春
分

点（
牡
羊
座
の
0
度
）に
入
っ
た
時
点
で

起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。
春
分
点
は
ホ
ロ

ス
コ
ー
プ
の
12
星
座
の
起
点
と
な
る
ポ

イ
ン
ト
で
あ
っ
て
、
天
王
星
は
84
年
で

12
星
座
を
一
周
す
る
の
で
、
す
ご
く
希

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
大
地
震
は
起
こ
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

天
王
星
は
水
瓶
座
を
支
配
し
て
お
り

ま
す
が
、
天
王
星
の
影
響
力
が
強
い
方

は
個
人
に
つ
い
て
は
、
人
と
違
う
こ
と

を
し
よ
う
と
す
る
個
性
の
強
い
方
、
た

と
え
ば
発
明
家
と
か
科
学
者
に
も
よ
く

み
ら
れ
ま
す
。

天
王
星
の
世
の
中
に
対
す
る
影
響
は

数
年
持
続
す
る
ブ
ー
ム
や
突
然
の
出
来

事
、
事
故
や
地
震
に
関
わ
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
。

過
去
の
い
く
つ
か
の
大
地
震
で
見
ら

れ
る
天
王
星
の
配
置
を
調
べ
て
み
ま
す

と
、
天
王
星
が
他
の
星
と
、
ほ
ぼ
同
じ

位
置
に
来
る
と
き
に
起
き
や
す
い
、
ま

た
天
王
星
が
他
の
星
と
ハ
ー
ド
ア
ス
ペ

ク
ト（
地
球
中
心
で
90
度
、
1
8
0
度

の
相
互
角
度
）
を
形
成
す
る
と
き
に
起

き
や
す
い
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
と
同
様
、
19

世
紀
以
降
の
天
王
星
が
春
分
点
近
辺
に

あ
る
時
期
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
3
期

間
連
続
で
大
地
震
が
起
き
て
い
ま
す
。

・
1
8
4
3
年
4
月
20
日
、
天
王
星
が

牡
羊
座
に
入
り
、
4
月
25
日
に
十
勝

沖
地
震
（
M
8
・
0
、
死
者
46
人　

厚
岸
に
津
波
）
が
起
こ
る

・
1
9
2
7
年
3
月
31
日
、
天
王
星
が

牡
羊
座
に
入
る
少
し
前
、
3
月
7
日

に
奥
丹
後
地
震
（
M
7
・
3
、
死
者

2
9
2
5
人
）
が
起
こ
る

・
2
0
1
1
年
3
月
12
日
、
天
王
星
が

牡
羊
座
に
入
り
、
前
日
3
月
11
日
14

時
46
分 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

（
東
日
本
大
震
災
M
9
・
0
、
死
者

行
方
不
明
者
2
万
数
千
人
）
が
起
こ

る天
王
星
の
世
の
中
に
与
え
る
影
響
力

に
つ
い
て
過
去
数
十
年
に
日
本
に
起
こ

っ
た
ブ
ー
ム
に
つ
い
て
、
分
析
し
て
み

ま
し
た
。

天
王
星
は
一
つ
の
星
座
を
約
7
年
か

け
て
通
過
し
ま
す
が
、
そ
の
影
響
力
は

突
発
的
・
先
鋭
的
で
世
の
中
を
ひ
っ
く

り
返
す
力
が
あ
る
の
で
、
ブ
ー
ム
な
ど

比
較
的
影
響
力
が
見
え
や
す
い
の
で
す
。

た
と
え
ば
1
9
7
5
年
か
ら
天
王
星

は
蠍
座
に
入
り
ま
し
た
が
、
1
9
8
1

年
射
手
座
に
抜
け
る
ま
で
の
7
年
間
で
、

1
9
7
4
年
の
ユ
リ
ゲ
ラ
ー
来
日
を
き

っ
か
け
に
、
超
能
力
、
超
常
現
象
ブ
ー

ム
が
起
こ
り
、
1
9
7
6
年
に
日
本
サ

イ
科
学
会
が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
欧
米

で
は
、
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
運
動
が
広
ま
っ

た
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
蠍
座
は
陰
に

隠
れ
た
も
の
を
探
し
だ
そ
う
、
見
え
な

い
力
・
見
え
な
い
も
の
を
探
求
し
よ
う

と
す
る
欲
求
と
能
力
が
あ
る
星
座
で
す
。

こ
の
時
期
の
私
の
思
い
出
と
し
ま
し

て
は
、
佐
々
木
茂
美
先
生
が
教
授
を
さ

れ
て
い
た
電
気
通
信
大
学
の
大
学
祭
に

行
っ
た
と
き
に
、
当
時
話
題
に
な
っ
た

“
ス
プ
ー
ン
曲
げ
”
の
で
き
る
子
供
達
も

何
人
か
来
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
に
い
ろ

い
ろ
質
問
し
た
の
で
す
が
、
皆
U
F
O

を
か
な
り
間
近
に
目
撃
し
て
い
る
の
を

聞
い
て
、
驚
い
た
の
を
覚
え
て
お
り
ま

す
。そ

の
こ
と
に
つ
い
て
私
の
解
釈
と
し

ま
し
て
は
、
他
の
進
歩
し
た
惑
星
か
ら

来
た“
宇
宙
人
”が
人
類
に
こ
う
い
う
能

力
が
あ
る
の
だ
か
ら
戦
争
ば
か
り
し
て

い
な
い
で
、
こ
う
い
う
分
野
の
研
究
を

し
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
1
9
7
7
年
に
は
、
今
後
占

星
学
の
診
断
で
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
で
あ
ろ
う
、「
キ
ロ
ン（
ケ
イ
ロ
ン
）」

と
い
う
星
が
、
土
星
と
天
王
星
の
中
間

の
軌
道
で
発
見
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
キ

ロ
ン
は
一
言
で
い
え
ば
、“
サ
イ
”
の
星

で
私
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
で
も
東
の
地
平

線
上
に
き
て
い
ま
す
。

●� ●



1
9
8
1
年
か
ら
1
9
8
8
年
ま
で
、

天
王
星
は
射
手
座
を
通
過
し
、
こ
の
期

間
日
本
は
バ
ブ
ル
経
済
ま
っ
た
だ
中
で
、

い
け
い
け
ど
ん
ど
ん
で
し
た
。
射
手
座

の
影
響
力
の
強
い
方
は
冒
険
が
好
き
で

経
営
者
に
な
る
方
も
多
い
星
座
で
す
。

1
9
8
8
年
か
ら
1
9
9
5
年
ま
で
、

天
王
星
は
山
羊
座
を
通
過
し
、
こ
の
期

間
に
日
本
は
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
、

世
界
は
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
分
裂
し
、
ベ

ル
リ
ン
の
壁
が
崩
れ
、
東
欧
の
社
会
主

義
国
が
資
本
主
義
国
に
転
換
し
ま
し
た
。

山
羊
座
は
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
の
中
で“
社

会
”
を
象
徴
し
、
ま
た
制
限
と
抑
制
の

星
で
も
あ
り
、
山
羊
座
の
影
響
力
の
強

い
方
は
、
社
会
に
お
け
る
地
位
や
立
場

を
重
視
し
ま
す
。

一
番
注
視
し
て
ほ
し
い
の
は
、
1‌

9	

9‌

6
年
か
ら
2
0
0
3
年
ま
で
天
王
星

は
自
分
が
支
配
し
て
い
る（
サ
ッ
カ
ー
で

言
う
“
ホ
ー
ム
”
に
あ
た
る
）
水
瓶
座
を

通
過
し
ま
し
た
。
こ
の
期
間
皆
さ
ん
も

記
憶
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
世
界
的

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
た
時
期

で
す
。
特
に
21
世
紀
に
入
り
、
多
く
の

女
性
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
よ
う

に
な
り
、
楽
天
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
販
も
伸
び
た
時
期
で
す
。

支
配
星
が
天
王
星
で
あ
る
水
瓶
座
は
、

革
新
力
と
個
性
尊
重
、
通
信
・
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
を
象
徴
し
、
水
瓶
座
の
影

響
力
の
強
い
方
は
、
縦
の
人
間
関
係
よ

り
も
友
人
等
、
横
の
人
間
関
係
を
重
視

す
る
タ
イ
プ
で
す
。

2
0
0
3
年
か
ら
2
0
1
1
年
ま
で
、

天
王
星
は
魚
座
を
通
過
し
、
こ
の
期
間

に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ブ
ー
ム
が
起
こ
り

ま
し
た
。
最
初
に
占
い
の
細
木
数
子
氏
、

そ
し
て
霊
能
者
の
江
原
啓
之
氏
、
美
輪

明
宏
氏
の
オ
ー
ラ
の
泉
、
パ
ワ
ー
ス
ポ

ッ
ト
、
パ
ワ
ー
グ
ッ
ズ
、
私
も
ブ
ー
ス

を
出
し
た
こ
と
の
あ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
、
魚
座
が

象
徴
す
る
分
野
が
改
め
て
人
々
の
関
心

を
呼
び
起
こ
し
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
3
月
12
日
か
ら
始
ま
る

天
王
星
が
牡
羊
座
を
通
過
す
る
期
間
は
、

2
0
1
8
年
～
2
0
1
9
年
ま
で
続
き

ま
す
。
日
本
で
は
初
頭
で
東
日
本
大
震

災
が
起
こ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
世
界

的
に
目
立
つ
現
象
は
、
ア
フ
リ
カ
の
ア

ラ
ブ
諸
国
で
始
ま
っ
た
民
衆
に
よ
る
独

裁
者
の
追
放
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
予
測
が
入
り
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
前
回
天
王
星
が
牡
羊
座
を

通
過
し
た
1
9
2
7
年
か
ら
1
9
3
5

年
の
期
間
の
日
本
と
世
界
の
歴
史
を
み

て
み
ま
す
。
前
年
の
1
9
2
6
年
に
昭

和
天
皇
が
即
位
、
1
9
2
7
年
に
蒋
介

石
の
上
海
ク
ー
デ
タ
ー
が
あ
り
、
1‌

9	

2‌

8
年
日
本
で
は
治
安
維
持
法
改
正
、

特
別
高
等
警
察（
特
高
）
設
置
、
そ
し

て
有
名
な
世
界
経
済
恐
慌
が
1
9
2
9

年
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
1
9
3
1
年
満

州
事
変
、
1
9
3
2
年
上
海
事
変
、
日

本
で
は
五・一
五
事
件
、
1
9
3
3
年
ド

イ
ツ
に
ヒ
ト
ラ
ー
内
閣
が
成
立
し
、
ナ

チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
が
始
ま
り
ま
す
。

日
本
は
国
際
連
盟
を
脱
退
し
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
日
本
と
世
界
は
第
2
次
世

界
大
戦
に
向
か
っ
て
、
対
立
を
深
め
て

い
る
の
が
不
気
味
で
す
が
、
天
王
星
の

牡
羊
座
通
過
の
影
響
力
を
考
え
ま
す

と
、
牡
羊
座
の
戦
闘
的
な
特
質
か
ら
、

社
会
の
中
で
の
闘
争
や
世
界
に
お
け
る

戦
争
、
大
い
な
る
経
済
混
乱
な
ど
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
面
で
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
よ
う

に
、
自
然
の
大
災
害
を
引
き
起
こ
す
き

っ
か
け
も
つ
く
り
ま
す
。

牡
羊
座
は
12
星
座
の
ト
ッ
プ
に
あ
り
、

身
体
で
対
応
す
る
の
は「
頭
」
な
の
で
、

天
王
星
が
そ
こ
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
、

い
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
こ
れ
ま

で
の
世
の
中
の
仕
組
み
や
秩
序
を
ひ
っ

く
り
返
す
パ
ワ
ー
を
も
っ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

海
王
星
の
影
響
力
を
考
え
る
前
に
、

冥
王
星
が
自
分
の
支
配
星
座
、
す
な

わ
ち
ホ
ー
ム
で
あ
る
蠍
座
を
通
過
し
た

（
冥
王
星
の
最
高
の
パ
ワ
ー
を
発
揮
し

た
）1
9
8
4
年
か
ら
1
9
9
5
年
の

期
間
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
す
。

こ
の
時
期
、
新
興
宗
教
が
盛
り
上
が

っ
た
時
期
で
幸
福
の
科
学
や
オ
ウ
ム
真

理
教
が
会
員
を
大
幅
に
増
や
し
た
時
期

で
す
。
1
9
8
5
年
に
出
版
し
た
私
の

著
書
「
来
た
る
べ
き
ア
ク
エ
リ
ア
ス
の

時
代
」で
も
、
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
の
中

で
宗
教
も
詳
し
く
取
り
上
げ
て
お
り
ま

す
。さ

て
、
海
王
星
が
自
分
の
支
配
星
座

で
あ
る
魚
座
に
一
旦
入
っ
た
の
が
、
今
年

の
4
月
4
日
か
ら
8
月
5
日
ま
で
で
、

一
時
水
瓶
座
に
逆
行
し
た
後
、
2

	
0
	1	

2
年
2
月
3
日
か
ら
2
0
2
5
年
3
月

30
日
ま
で
約
13
年
間
継
続
し
て
魚
座
を

通
過
し
ま
す
。

こ
の
海
王
星
が
ホ
ー
ム
を
通
過
し
、

最
高
の
パ
ワ
ー
を
発
揮
す
る
期
間
に
お

け
る
影
響
力
を
、
西
暦
7
0
1
年
以
降
、

1
8
6
2
年
ま
で
8
回
あ
っ
た
海
王
星

魚
座
通
過
期
間
に
お
け
る
日
本
と
世
界

の
歴
史
を
分
析
し
て
み
ま
す
。

①
7
0
1
年
～
7
1
6
年

②
8
6
5
年
～
8
7
9
年

③
1
0
2
9
年
～
1
0
4
3
年

④
1
1
9
2
年
～
1
2
0
7
年

⑤
1
3
5
6
年
～
1
3
7
1
年
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⑥
1
5
2
0
年
～
1
5
3
5
年

⑦
1
6
8
4
年
～
1
6
9
8
年

⑧
1
8
4
7
年
～
1
8
6
2
年

こ
れ
ら
の
期
間
か
ら
共
通
の
事
象
を

分
析
し
ま
す
と
、
①
～
⑧
の
す
べ
て
の

時
期
に
お
い
て
、
古
い
国
家
体
制
が
瓦

解
し
、
ま
た
世
界
史
に
お
い
て
も
か
な

り
重
要
な
新
し
い
国
家
、
新
し
い
政
府

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
③
、
⑥
、
⑦
の
時
期
に
は
宗
教

を
土
台
に
し
た
集
団
の
パ
ワ
ー
が
強
く
、

政
治
的
な
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

⑦
、
⑧
の
時
期
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
自
然
科
学
の
父
と
言
わ
れ
る
ニ
ュ
ー

ト
ン
の『
万
有
引
力
の
法
則
』の
発
見
か

ら
本
格
的
な
科
学
が
発
展
し
、
ダ
ー
ウ

ィ
ン
に
よ
る『
種
の
起
源
』
か
ら
、
聖
書

を
離
れ
た
進
化
論
が
始
ま
っ
た
よ
う
に
、

科
学
・
文
明
の
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ

が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
を
鑑
み
ま
す
と
、
占
星
学
的
に

判
断
し
て
、
2
0
1
2
年
以
降
2

	
0
	2	

5
年
ま
で
に
以
下
の
こ
と
が
始
ま
り
、

日
本
と
世
界
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
な

る
と
予
測
し
ま
す
。

◎
人
々
が
現
在
よ
り
も
っ
と
精
神
的
な

も
の
、
見
え
な
い
も
の
、
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
面
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
、

真
の
生
き
甲
斐
を
求
め
、
利
益
追
求
で

は
な
い
社
会
的
な
活
動
に
多
く
の
人
々

が
赴
く
よ
う
に
な
る（
現
在
特
に
米
国

で
そ
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
）。

こ
の
期
間
前
半
は
人
物
・
組
織
と
も

玉
石
混
交
だ
が
、
後
半
に
本
物
が
残
っ

て
い
く
。

◎
科
学
・
技
術
も
現
在
の
エ
コ
志
向
が

も
っ
と
高
ま
り
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ

け
で
な
く
、
空
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
含
め

た
画
期
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
生
技
術
が
生

ま
れ
る
。
そ
れ
は
、
車
や
航
空
機
等
の

移
動
手
段
に
大
き
な
変
革
を
生
み
、
さ

ら
に
人
間
型
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
「
ヒ
ュ
ー

マ
ノ
イ
ド
」の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
も
使

わ
れ
、
日
本
で
は
少
子
化
に
よ
る
労
働

力
減
少
を
補
う
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
社
会

が
先
行
す
る
。

日
本
に
お
け
る
人
口
減
少
→
労
働
力

減
少
、
老
人
・
障
害
者
介
護
問
題
の
解

決
が
さ
れ
る
。

◎
現
在
の
脳
科
学
に
対
す
る
関
心
が

発
展
し
て
、
人
間
の
潜
在
意
識
、
潜
在

能
力
へ
の
関
心
と
研
究
が
大
き
く
進
展

す
る
。
装
置
の
開
発
や
実
験
に
よ
り
そ

れ
ら
が
科
学
的
に
実
証
さ
れ
、
一
般
の

人
々
の
理
解
と
訓
練
・
応
用
が
進
む
。

医
学
も
心
身
一
如
の
把
握
が
進
み
、

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
方
向
性
と
よ
り
先

進
的
な
装
置
も
開
発
さ
れ
て
、
予
防
医

学
体
制
が
進
む
。

一
般
の
人
々
が
使
え
る
脳
力
開
発
装

置
、
予
防
・
治
療
装
置
が
種
々
開
発
さ

れ
、
信
頼
・
認
知
を
得
る
。

◎
多
く
の
国
で
国
家
、
政
治
体
制
が
揺

ら
ぎ
変
動
し
、
新
し
い
国
家
、
政
治
社

会
形
態
が
模
索
さ
れ
、
先
進
国
か
ら
変

革
が
起
こ
る
。
中
国
や
北
朝
鮮
の
政
治

体
制
も
変
革
が
起
こ
る
。

テ
ロ
や
動
乱
も
続
き
、
完
全
な
世
界

平
和
ま
で
道
は
遠
い
が
、
共
存
共
栄
が

模
索
さ
れ
る
。

　
　
　
　

☆	

　
　

☆

占
星
学
に
つ
い
て
詳
し
く
話
し
て
頂

い
た
。
現
在
の
自
分
だ
け
を
考
え
る
と

星
と
未
来
と
は
関
係
な
い
よ
う
に
思
っ

て
き
た
が
、
別
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

未
来
の
事
項
も
含
め
て
全
て
は
決
定
さ

れ
て
お
り
全
宇
宙
は
全
て
関
わ
り
あ
っ

て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
と
も
思
え
て

く
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
15
名
、
非
会

員
17
名
、
合
計
32
名
で
し
た
。
今
回
の

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円（
送
料

込
み
）
で
す
。

ご
注
文
は
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事

務
局
木
村（
電
話
0
7
9
7
・
2‌

2
・

6
4
2
5
）ま
で
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
五
十
九
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
科
学
と
霊
性
の
融
合
す
る
時
代
」

　
　
　
　
　
講
師
　
サ
ア
ラ 

氏

と
き　
　

平
成
23
年
6
月
18
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

サ
ア
ラ
氏
は
宇
宙
の
記
憶
を
持
っ
て

生
ま
れ
、
14
才
で
宇
宙
人
と
コ
ン
タ
ク

ト
、
予
知
透
視
能
力
が
全
開
。
17
才
で

出
会
っ
た
マ
ス
タ
ー
の
指
導
で
自
己
回

帰
の
道
に
シ
フ
ト
。
そ
の
後
、
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
な
人
生
を
提
案
す
る Super 

Life Gallery 

を
設
立
し
主
催
。
精
神

世
界
の
科
学
で
奇
跡
を
起
こ
す zero 

point 

を
開
講
。
今
後
の
地
球
に
関
す

る
情
報
会
な
ど
を
開
催
。

著
書
「
宇
宙
セ
ン
ト
ラ
ル
に
吸
い
込

ま
れ
る
地
球 

ア
セ
ン
シ
ョ
ン
の
超
し
く

み
」
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
。

古
代
文
明
の
神
官
達
は
天
文
学
者
、

数
学
者
で
あ
り
詩
人
で
あ
っ
た
。
物
事

の
探
求
を
科
学
と
霊
性
の
二
つ
の
方
法

で
行
っ
て
き
た
。
シ
ュ
メ
ー
ル
文
明
で

も
歳
差
運
動
の
周
期
の
2
6
0
0
0
年

●� ●



を
知
っ
て
い
た
。
や
が
て
科
学
と
霊
性

の
分
離
に
よ
り
科
学
技
術
を
失
い
貧
し

い
生
活
に
な
る
。

こ
れ
か
ら
は
科
学
と
霊
性
が
融
合
す

る
。
そ
れ
は
貨
幣
経
済
が
人
に
チ
ャ
ン

ス
を
も
た
ら
す
と
共
に
真
実
か
ら
遠
ざ

け
る
か
ら
で
あ
る
。
イ
エ
ス
や
仏
陀
の

世
界
は
科
学
的
宇
宙
観
で
あ
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

私
サ
ア
ラ
は
宇
宙
人
の
意
識
を
持
っ

て
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
今
は
宇
宙
人

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
大
っ
ぴ
ら
に
い

え
る
時
代
に
な
っ
た
。

朝
起
き
た
ら
8
㎏
痩
せ
て
い
た
こ
と

も
あ
る
な
ど
一
般
の
方
と
肉
体
的
に
も

多
少
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

現
在
E
T
、
ソ
ウ
ル
、
ワ
ン
ダ
ラ
ー

と
呼
ば
れ
る
人
が
地
球
上
に
10
億
人
以

上
お
り
珍
し
い
存
在
で
は
な
い
が
宇
宙

人
の
意
識
に
目
覚
め
て
い
る
か
ど
う
か

は
分
ら
な
い
。

私
の
場
合
生
ま
れ
た
時
か
ら
生
ま
れ

る
前
の
意
識
を
持
っ
て
お
り
、
視
覚
聴

覚
の
意
識
が
一
般
と
は
異
な
る
。

小
さ
い
時
は
三
次
元
世
界
よ
り
も
四

次
元
世
界
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
天

女
、
マ
リ
ア
、
ヨ
ゼ
フ
な
ど
が
仮
の
姿

で
毎
日
現
わ
れ
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

教
わ
っ
た
り
し
て
い
た
。
ほ
か
の
人
に

は
見
え
な
い
の
で
周
囲
は
私
が
何
を
し

て
い
る
か
分
ら
ず
困
っ
て
い
た
。

三
次
元
の
世
界
は
は
っ
き
り
わ
か
ら

ず
、
よ
く
物
に
つ
ま
ず
い
た
。
母
も
は

っ
き
り
分
ら
な
か
っ
た
の
で
家
族
で
な

い
人
と
手
を
つ
な
い
で
、
迷
子
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
る
。

あ
る
年
代
ま
で
育
っ
た
あ
る
日
か
ら

ス
イ
ッ
チ
し
て
三
次
元
世
界
の
方
が
は

っ
き
り
し
、
四
次
元
世
界
が
ぼ
ん
や
り

し
て
き
た
。
そ
れ
か
ら
普
通
の
人
間
と

し
て
の
人
生
に
な
っ
た
。
今
は
両
方
の

世
界
に
な
れ
て
い
る
。

（
デ
ジ
タ
ル
5
）

私
の
こ
と
を
似
非
科
学
者
と
い
う
人

も
い
る
が
、
そ
う
い
わ
れ
る
ひ
と
に
「
水

か
ら
の
伝
言
」
の
著
者
江
本
氏
が
お
り

3
月
に
話
し
た
が
彼
は
す
ば
ら
し
い
。

二
人
で
話
し
た
結
論
は
人
間
一
人
ひ
と

り
の
パ
ワ
ー
は
素
晴
ら
し
い
。
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

か
つ
て
こ
こ
に
ム
ー
大
陸
が
あ
っ
た
。

人
が
記
憶
し
て
い
る
こ
と
は
実
際
に
あ

っ
た
こ
と
で
あ
り
や
が
て
証
明
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ら
の
こ
と
を
催
眠
術
を
か
け
ら

れ
て
喋
り
だ
す
こ
と
が
あ
る
。
人
の
小

脳
の
中
の
情
報
は
大
脳
よ
り
も
大
量
に

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

過
去
に
は
ム
ー
、
レ
ム
リ
ア
、
ア
ト

ラ
ン
テ
ィ
ス
な
ど
の
時
代
が
あ
り
、
や

が
て
歴
史
に
現
わ
れ
る
シ
ュ
メ
ー
ル 

チ

グ
リ
ス
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ィ
ス
と
続
い
た
。

一
般
に
は
は
じ
め
の
時
代
は
イ
メ
ー

ジ
で
は
素
朴
な
感
じ
を
持
つ
が
、
そ
こ

に
は
す
ば
ら
し
い
文
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
時
代
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制

御
さ
れ
た
水
の
灌
漑
施
設
等
も
あ
っ
た
。

私
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
行
を
す
る
家

系
に
38
回
生
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
記
憶

は
明
確
に
残
っ
て
い
る
。

当
時
巨
大
な
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
が
あ
り
手
許
に
は
パ
ソ
コ
ン
は
あ
り
、

画
面
は
ホ
ロ
グ
ラ
ム
3
D
で
空
中
に
出

る
。
パ
ソ
コ
ン
は
今
の
も
の
よ
り
小
さ

く
し
か
も
只
で
あ
っ
た
。

当
時
脳
科
学
も
進
ん
で
お
り
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
の
壁
画
の
中
に
脳
の
手
術
の
絵
や

頭
に
電
極
を
つ
け
て
治
療
し
て
い
る
も

の
な
ど
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
に
混

じ
っ
て
パ
ソ
コ
ン
ら
し
き
も
の
が
見
ら

れ
る
。

教
育
シ
ス
テ
ム
は
今
と
は
全
然
違
っ

て
お
り
皆
が
優
秀
で
あ
っ
た
。

中
世
に
な
る
と
逆
に
退
化
し
た
感
じ

で
あ
る
。
地
球
に
は
1
億
3
千
年
前
か

ら
い
ろ
ん
な
グ
ル
ー
プ
の
宇
宙
人
が
沢

山
降
り
て
お
り
、
中
に
は
地
球
人
を
支

配
し
よ
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、

目
的
達
成
の
た
め
暴
力
な
ど
も
使
っ
て

実
験
し
て
い
る
。
た
だ
宇
宙
に
は
善
悪

の
基
準
・
判
断
は
な
い
。
正
義
を
ふ
り

か
ざ
す
と
誰
か
が
傷
つ
く
。

レ
ム
リ
ア
で
は
精
神
性
が
高
く
、
所

有
の
概
念
は
な
か
っ
た
。
物
欲
が
無
く
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
面
が
高
く
科
学
の

探
求
を
行
っ
て
お
り
科
学
と
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
は
一
体
で
あ
っ
た
。

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
で
は
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
が
主
と
な
り
、
経
済
性
と
科
学
を
追

求
し
て
い
る
。

天
体
や
自
分
の
外
側
は
自
分
の
素
粒

子
と
共
振
す
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、

宇
宙
を
知
り
、
自
分
を
知
る
た
め
に
科

学
、
天
文
学
が
発
達
し
、
天
体
を
観
察

し
て
自
分
の
将
来
を
予
測
し
て
い
た
。

● �●



や
が
て
所
有
し
て
い
る
者
は
誰
か
。

労
働
と
対
価
の
問
題
を
作
り
、
一
部
の

者
が
権
力
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

中
世
ま
で
は
科
学
と
霊
性
の
間
は
分

れ
て
い
な
か
っ
た
。
当
時
の
支
配
者
で

あ
る
教
会
が
科
学
書
を
制
約
し
禁
じ
て

い
た
。

デ
カ
ル
ト
の
二
元
論
は
科
学
と
は
何

か
。
科
学
者
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
疑

う
眼
を
持
つ
こ
と
、
実
験
に
よ
る
裏
づ

け
根
拠
の
必
要
性
を
論
じ
、
そ
れ
か
ら

そ
れ
ま
で
融
合
し
て
い
た
科
学
と
霊
性

が
分
離
す
る
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
が
科
学
を
無
機
質

な
味
気
な
い
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
が
江
本
氏
を
似
非
科
学
者
と
し
て

し
ま
う
よ
う
な
流
れ
に
繋
が
る
。

ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
世
界
で
は

種
々
の
技
術
が
開
発
さ
れ
て
い
る
が

中
々
表
に
で
な
い
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
実
験
で
は
時
間
空
間
の
瞬
間
移
動
実

験
が
あ
り
、
中
に
は
火
星
へ
の
移
住
者

を
見
た
り
、
地
球
製
U
F
O
の
見
聞
も

あ
る
。

フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
も
実
用

に
近
づ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
将
来
の

技
術
が
開
発
さ
れ
る
と
困
る
人
が
居
り
、

そ
の
グ
ル
ー
プ
が
開
発
を
妨
げ
て
い
る
。

本
来
小
学
校
か
ら
量
子
力
学
を
教
え

る
べ
き
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
は

日
常
に
出
会
う
重
力
の
世
界
の
問
題
で

あ
る
か
ら
こ
と
さ
ら
教
え
る
必
要
は
な

い
だ
ろ
う
。

量
子
場
と
重
力
場
は
根
本
的
に
異
な

る
。
宇
宙
の
世
界
は
量
子
の
世
界
で
あ

り
、
面
白
い
振
る
舞
い
を
す
る
。
実
験

し
て
結
果
を
出
す
の
は
膨
大
な
装
置
が

必
要
で
金
が
か
か
る
。

量
子
の
世
界
観
は
仏
陀
も
教
え
て
い

る
。
量
子
場
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
の
世

界
で
は
な
い
。
電
子
は
波
の
性
質
を
持

ち
分
身
の
術
の
よ
う
に
同
時
に
存
在
し

て
い
る
が
人
が
観
察
す
る
と
粒
に
な
る

（
今
の
私
は
霞
の
よ
う
な
電
子
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
）。

夫
々
の
人
生
に
お
い
て
未
来
は
別
々

の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
あ
り
、
そ
れ
は
今

こ
こ
に
あ
る
。

自
分
の
意
識
で
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
変

わ
る
。
移
動
も
あ
る
。
自
分
を
ど
う
思

う
か
に
よ
っ
て
自
分
が
影
響
さ
れ
て
い

る
。
自
分
は
き
れ
い
だ
。
自
分
は
足
が

長
く
て
見
た
目
に
よ
い
と
思
う
か
思
わ

な
い
か
に
よ
っ
て
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
変

わ
る
。　

つ
ま
り
日
々
の
考
え
方
で
生
活
が
異

な
っ
て
く
る
。
夫
々
の
意
識
が
支
配
す

る
世
界
で
あ
る
。

自
分
は
ど
の
よ
う
な
人
生
を
送
ろ
う

と
し
て
い
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

悔
い
の
無
い
生
活
を
意
識
す
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
。

　
　
　
　

☆	

　
　

☆

今
回
は
質
疑
応
答
の
時
間
が
充
分
あ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
質
問
が
出
て
皆
さ
ん

満
足
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
も
生

ま
れ
変
わ
り
に
当
た
っ
て
数
人
の
魂
が

ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
生
ま
れ
て
く
る
こ
と

も
あ
る
と
い
う
話
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

サ
ア
ラ
さ
ん
が
エ
ジ
プ
ト
で
生
ま
れ
変

わ
っ
た
時
は
魂
の
ミ
ッ
ク
ス
は
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

サ
ア
ラ
さ
ん
は
見
た
目
に
は
一
般
の

人
と
同
じ
で
あ
る
か
。
過
去
の
転
生
前

の
出
来
事
、
四
次
元
世
界
の
こ
と
な
ど

を
日
常
生
活
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
た
。

時
代
の
変
化
が
身
近
に
な
っ
て
き
た
こ

と
を
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。

な
お
当
学
会
の
創
始
者
で
あ
る
故
関

英
男
博
士
は
論
文
で「
科
学
と
宗
教
は

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
人
は
宇

宙
の
創
造
主
ま
た
は
宇
宙
の
頭
脳
セ
ン

タ
ー
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
こ

と
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

当
日
の
参
加
者
は
会
員
17
名
、
非
会

員
52
名
、
合
計
69
名
、
手
話
通
訳
2
名

で
し
た
。
今
回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は

2
0
0
0
円（
送
料
込
み
）で
す
。

ご
注
文
は
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事

務
局
木
村（
電
話
0
7
9
7
・
2‌

2
・

6
4
2
5
）ま
で
。

今
後
の
予
定

11�

月
12
日（
土
）
塩
小
路
光
孚
氏
「
菅
原

道
真
公
の
知
ら
れ
ざ
る
秘
話
、
篆
書

（
て
ん
し
ょ
）
の
持
つ
パ
ワ
ー
、
た
つ

（
龍
・
竜
・
辰
）の
字
の
不
思
議
」

12
月
10
日（
土
）忘
年
放
談
会

1�

月
21
日（
土
）
檀
上
洪
司
氏
「
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
の
世
界
を
探
る
―
潜
在
意

識
か
ら
宇
宙
意
識
へ
」

2�

月
18
日（
土
）
徳
永
康
夫
氏
「
宇
宙
か

ら
見
た
般
若
心
経
」

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●� ●



けない中性の素粒子群が必要である。中性と
いうのは（正、負の和が零）を意味する。上の 
5）の（5）から推定出来る様に、発功時の経穴
からは電子（光子、e－）、チャクラからは（微
細身素粒子、オーラ）が放射されている。これ
らのパルス状放射が、周辺にあるγ線（低線量
放射線）と作用して、（c）として、陽電子（e+）
を生み出し､ 経穴から放出される電子（e－）、
とこの陽電子（e+）が組み合わされて中性のサ
イ（PSI-pair）を形成する、と考える事にした。
なお、これの裏付けとして、念力（PK）の生起
しやすい気場（外気集積地）として知られてい
る断層などでは、高い低線量放射線（0.12Sv/
hr程度）が測定されている。またそこにはバッ
クグラウンドとしての低線量放射線（0.04Sv/
hr）もある。経穴（主として光子群）からパルス
状に放出される電磁波（光子、e－）は、不確定
性原理により、極短時間（△tが小）の時は、エ
ネルギーは極大（△Eが大）となるので、γ線
を駆動して陽電子（e+）を産み出す事は可能で
あろう（γ線からの対生成）。さらに、これらの
裏付けとして、自然環境の中で、比較的安定
に存在し得る素粒子は電子（e－）である。そし
て、これらの諸変化は極短時間（△tが極小）
に行われるので、見かけ上は、経穴（e－）や
チャクラ（微細身エネルギー）から、サイ（気、
PSI-pair群）が放出される様に見えるのであろ
う。つまり、経穴やチャクラからは中性（零）
としてのサイ（気）の放出・吸収があると考え
ている。このサイ（気）は、電子、陽電子、微
細身素粒子から成り、これをPSI-pair 群、
PSI-spin群と呼んでいる。換言すれば、低線
量放射線として環境に存在しているγ線の消
失に関係する陽電子（e+）と経穴から放出され
る電子（e－）とを組み合わせたもの、さらに是
をより安定化する為の陰性ならびに陽性の極
性を持つ微細身素粒子（エーテル、チャクラか
ら放出）がPSI-pairを取り囲んで、より安定な
サイ（気、PSI-air群）を形成している（総合和
で零）。さらに、微細身エネルギー（オーラ）は
零意識状態の生体のチャクラ（エネルギーセン

ター）から発功時により多く放出されると判断
している。

以上、発功時の経穴（e－）やチャクラ（微細
身素粒子）からは、見かけ上、中性の外気（サ
イ、PSI-pair群）が放射されており、これが（b）
として直接原子の原子核に作用して、γ線等
の高エネルギーを放出させている、と考える
事が出来よう。

7）零場の形成方法
アルミ板（メタル）の引張り試験片に載荷重

方式で力を加えて、念力（PK）生起のエネル
ギー条件を求める為の実験を行った。試験中
の試験片の念力生起の局部には、相殺零場が
形成されている。相殺零場とは、内力（発生す
る内部力）と外力（外から加える載加重の力）と
を拮抗対峙させた局部の接触点で零になる範
囲（部分）を言う。実験によると、載荷重を次
第に大にしてゆき（零が大になる）、試験片の
性質が変わる変曲点（降伏点）に達すると、未
知現象が生起しやすくなる事がわかった。載
荷重方式というのは、オモリ（分銅、荷重）を
一つ、一つ載せて、力（荷重）を加算すること
であり、いくら慎重に行ったとしても、載荷重
の瞬間の衝撃力が試験片に作用する筈である。
静的な力とこの衝撃力の比は、最大で2～3倍
もある。つまり静的に作用させる場合の内力よ
りも2～3倍もの余分な力が試験片の内部に生
じ、これを補うために、局所の内部では、2～
3倍の衝撃に反発する力が発生する。この衝撃
反発力が零点における未知現象生起に関係す
ると判断している。これを、二要素間に生ずる
摩擦の場合に置き換えて考えてみる。摩擦力
に対する逆方向摩擦力が、もし、これが負性
の時は、乾性摩擦つまり反対方向摩擦となり、
現象をさらに進行させる方向に摩擦が働くこ
とになる。これに類する現象が、念力の進行
する過程にも影響する。同様に「ゆらぎ」又は

「カオス」にも関係する、と判断している。
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（むく）、サイコロ板の原子の価電子数、アル
ミ板の原子核の影響、アルミを基準とした
時の銅や銀の原子核の影響。鉛、ヘキサメ
チレンテトラミン、二酸化ウラン等との比較
検討、ならびに原子核の安定度との関係。
これらの多項目にわたる系統的な実験と解
析から、結論として、サイは原子の中の原
子核に作用して同位元素としての不安定な
中性子からエネルギーを得ていると結論し
た。つまりPKの対象物質の原子核の中から
念力生起の為のエネルギーを得ていると結
論した。

（4�）中国人体科学会誌の編集局長のRunloong 
ZHUらは「人体科学における最新の進展状
況」の題目で、18年間にわたる中国人体科学
会の研究状況を報告している。本稿に関係し
た部分のみを紹介する。発功に伴う生体から
の放射を、（4－1）特異放射と（4－2）気功外
気放射に分類している。結果として、（4－1）
では、IL700型放射線検知器を用いて直接
感知したところ、幾人からは、360MHz（最
大値1GHz）の電磁波が測定された。また熱
ルミネセンス線量計（Type FJ-369）では、
最大放射線量として、120mRをえた。（4－2）
として赤外線、高エネルギー粒子、静電気、
磁気等が測定された（ISLIS、Vol.17、No.2 , 
1999、pp.244 -263）。

（5）電子（光子群）等の放出が認められた。
 （�5－1）新技術開発事業団（生物フォトンプロ

ジェクト）の宇佐史らの報告によると、気功
師の発功に伴って鋭いパルス状の生物フォト
ンが計測された（1989年、日本・人体科学会
設立総会）。

 （5－2）上記の（4－2）参照。
 （�5－3）日本念写協会の宮内力、福田豊による

と、MK師を被験者にしたとき、暗箱内にパ
ルス状の物理光の湧出しが認められた

（1977、念写。念電現象の物理学的研究、日
本念写協会）。

 （�5－4）日本サイ科学会の佐々木茂美、小川雄
二らによると、MK師を被験者としてサイ実

験を行ったとき、暗缶内に光子群（念球）の
パルス状発生が生じた（サイ科学、Vol. 2、
No.1 , 1977、pp.7 -14）。
以上から、発功した時の気功師の皮膚から

間欠パルス状の電磁波の放出があった、と判
断する事が出来よう。

6）実験結果の検討と考察
以上の 5）の（1）～（4）の実験結果は、放射

線エネルギーとマクロPKとは関係が深い事を
暗示している。しかし、マクロPK生起の際に、
被験者の生体からガンマー線（γ線）程度の非
常に強い放射線が放出される、とは考え難い。
しかし、現実の実験では、推定できない程の
高い値のエネルギー値が測定されている。こ
れをどの様に判断すべきか?　結果として、念
力（PK）は原子核崩壊（原子変換）並びに放射
線エネルギーに関係していると考えることにす
る。周知の様に、放射性物質は、原子核の中
に余分な中性子を含み、不安定な状態にあり、
自然の環境条件下でβ線やγ線などのエネル
ギーを放出して安定化する。これを原子核崩
壊（自然崩壊、原子変換）という。また、ガン
マー線の生成・消滅には約500keVのエネル
ギー変化が必要であり、ふつうは、3通りの方
法を用いる。一つは（a）一対の電子（e－）と陽
電子（e+）を対衝突させてγ線を生成させる場
合、並びに、（b）不安定な原子核を励起させて
γ線エネルギーを放出させる場合。これとは
別に（逆に）、（c）γ線をミクロの真空に放射し
たときに電子（e－）と陽電子（e+）が対生成さ
れる場合、のある事が知られている。マクロ
PKの場合には、（b）の原子核の励起と（c）の
陽電子（e+）の生成がおもに関与しており、こ
れを駆動させるのにサイ（外気）が必要である、
と考える。原子核は陽子と中性子からなり、球
状で（+電位）をもつ。そして、外側にあって、

（－電位）の壁の役割を果たす雲状の電子に囲
まれて、一つの原子として存在している。従っ
て（b）のように、外部（外側）から原子核を励
起する為には、（－電位）の電子雲の抵抗を受
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5）生体からの外気放出
零意識状態（現象生起時のASC）に入った時

の能力者の経穴やチャクラ（エネルギー・セン
ター）からは、未知現象生起時に、パルス状の
様々な電磁波の放射が測定されている。

（1�）上海原子核研究所の顧函森は、有名な趙偉
気功師が発功・放射した時の外気信号のエ
ネルギー分布曲線を、フィルターによって赤
外線から紫外線までを除去した放射線計量
器（シンチレーターと光電子増倍管から構
成）を用いて計測した。結果として、放出さ
れた放射線は1～9eV範囲内の約4.2eVに
ピーク値を持つエネルギー分布である事が
判った（1986年9月19日～22日、上海、第1
回国際気功セミナー）。

（2�）中国科学院高エネルギー物理学研究所の陸
租蔭は、1987年に、高名な厳新気功師を被
験者として、放射性物質の原子核崩壊速度
と外気の関係を知る為のテストをした。体
外の物質「不安定な中性子を持つアメリシウ
ム241」に外気を直接放射してその変化を調
べた。ただしAm241の半減期（自然放出に
より、1/2に崩壊する）は458年であり、α
粒子（ヘリウム）、β線（電子）、γ線（電磁波）
として、59.6keV（26.4+32 .2eVなど）を放
出してネプツニウム237（Np237、半減期2.2
×106）に変化する事が判明している（陸租蔭

の説明）。テストは87年9月10日（第1回）と
10月6日（第2回）､ 発功は各20分、各1,2,3,4
次テスト､ 合計32試行であった。結果を見
ると、原子核の崩壊速度は（正）側または

（負）側に変化している。一般には、崩壊速
度は不変であると言われているが、発功・
放射によって自然崩壊とは別の崩壊速度の
加速並びに減速の変化が生じている。

（3�）外気（サイ）が直接PK対象物に作用したと
考えられる場合がある。念力（PK）の対象と
なる物質を構成する原子核の中の中性子が、
被験者の意念に従ってエネルギーに変換さ
れてマクロPK現象が生起した、と考えられ
るものを紹 介 する。スウェーデン人の
H.Forwaldが、米国のDuke大学で1950年
代に行った16mm角のサイコロ投下のマク
ロPK実験が、超心理学会誌に印刷・報告さ
れている。実験は、サイコロを落としながら
被験者が念力を作働させ（精神統一して念じ
る）て、落ちる場所を決める、という内容で
ある。多数回行われた実験結果にはt検定な
どの統計処理が実施されており、サイコロ
に働く念力をエネルギーに換算して表示し
ている。PKの結果に及ぼす影響因子として、
木材（赤ぶな）を用いた時のサイコロの表面
の粗さ、そのサイコロに貼り付けるアルミ板
の厚さ、サイコロ全体をアルミにした場合

未知能力・現象の出現状況（2）未知能力・現象の出現状況（2）
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